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序

愛知県一宮市は、濃尾平野において産業と文化の中核をなす都市

であります。木曽川下流域に位置する一宮市の豊かな水と肥沃な土

地は、古くから多くの人々の生活を潤すのに十分な条件を兼ね備え

てきました。特に市域西方の萩原町周辺には、山中遺跡をはじめ南

木戸遺跡、苗代遺跡、二夕子遺跡、河田遺跡などの県下でも注目に

値する数多くの遺跡が所在しており、私たちの祖先の歴史を垣間見

ることができます。なかでも、山中遺跡は、弥生時代後期の標式遺

跡として著名であり、その発見は昭和34年に遡ります。

今回の山中遺跡の発掘調査は、県立尾張看護専門学校の増築工事

に伴い、その事前事業として行われました。調査の結果、弥生時代

後期から古墳時代初頭にかけての方形周溝墓、古墳時代後期の円墳、

中世村落の北西端と墓域などを検出することができました。本書に

掲載しておりますこれらの調査結果が、学術的にも重要なものとし

て、地域の歴史研究に活用され、ひいては埋蔵文化財の保護につな

がることを願ってやみません。

最後に、この発掘調査を行うにあたって、地元住民の方々をはじ

め、関係者および関係諸機関の御理解と御協力をいただきましたこ

とに対して、厚く御礼申し上げる次第であります。

平成5年3月

財団法人愛知県埋蔵文化財センター

理事長高木鐘三



例言

1.本書は、愛知県一宮市萩原町富田方字山中・大和町苅安賀に所在する山中遺跡の発掘調

査報告書である。

2.調査は、愛知県立尾張看護専門学校の増築工事に伴う事前調査として実施し、愛知県衛

生部からの愛知県教育委員会を通じた委託事業として、平成3年9月より11月まで財団法

人愛知県埋蔵文化財センターが行った。

3.調査は、小塚俊夫(本センター主査、現七宝町立七宝中学校)、石黒立人(同調査研究員)、

服部俊之(同調査研究員)があたった。

4.調査にあたっては次の各関係機関の御協力を得た。

愛知県教育委員会文化財課、愛知県埋蔵文化財調査センター、愛知県衛生部、愛知県立尾

張看護専門学校、愛知県立尾張病院

5.調査・報告書作成にあたっては次の方々の御協力があった。(順不同・敬称略)

中山勝博、吉川周作、服部恵子、中村明美

6.火山灰の分析にあたり、大阪市立大学理学部地学教室の屈折率測定装置を使用させて頂

いた。

7.報告書作成に関わる整理作業はもっぱら石黒立人があたり、本センター調査研究補助屓

伊藤慶子の協力を得た。

8.本書の執筆は、石黒立人、服部俊之、前田弘子(本センター調査研究補助員)が分担し、

第Ⅴ章第1節は森勇一氏(前本センター課長補佐、現愛知県立明和高等学校)にも執筆し

て頂いた。全体の編集は、石黒が担当し、各執筆分担箇所は、文末に記した。

9.調査記銀の座標は、国土座標第Ⅶ系に準拠する。

10.調査記録及び出土品は愛知県埋蔵文化財調査センターにて保管している。
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Ⅰ.位置と環境

1.地理的環境

A.遺跡の立地

1.地形変遷

濃尾平野は木曽三川水系の河川により形成された沖積平野で、広大で肥沃な土地と豊か

な水により人々の生活に恵みを与えてきた。山中遺跡が立地する一宮市は、この濃尾平野

のほぼ中央部に位置し、古くから多くの産業と文化の中心地として栄えてきた。この地に

人々が生活を始めるまでの濃尾平野の地形変遷を簡単にまとめておく。

今から約2万年前の更新世末の最終氷期ピーク時には、最も海岸線が低下し渥美半島の

沖合いほぼ30km付近まで海岸線が低下していたとされる(東海三県地盤沈下調査会、1985)。

この時期に河川の下刻作用が進み、現在地下に認められる埋没谷を形成し、その谷の延長

に礫が堆積した。この礫層が、いわゆる第一礫層である。一宮市の沖積層よりも下位に存

在する犬山扇状地の礫層もこの時期に形成されたものである。その後、気候の温暖化とと

もに海岸線も上昇してくる。この時期の海面上昇に伴って、第一礫層形成期の埋没谷中に

堆積した地層が濃尾層である。濃尾層は主として砂とシルトの互層からなるが、濃尾平野

地域ではいままでに海成層は発見されておらず、河口付近の三角州性ないしは沼沢性の堆

積物からなると考えられている。かつては、この濃尾層は沖積層下部とされていた(桑原、

1968)が、14C年代値が18,000～13,000y.B.P.とやや古い年代を示すことから、沖積層と

は区別されるようになっている(古川、1972)。この後、小海退の時期を経て縄文海進が始

まり、沖積層である南陽層の堆積が始まる。縄文海進以降の濃尾平野地域における堆積環

境は、海津(1992)が詳しいが、約6000年前に海進のピークを迎え、大垣市南部まで内湾

域が侵入したとされる。その後、徐々に海域が後退し、木曽三川が運び込んだ大量の砂が

三角州の前置層として速やかに堆積し(沖積上部砂層の形成)、海との境界部に複数の浜堤

列を形成(森、1992)しながら陸域を南方へと拡大していった(第1図参照)。こうして人々

の生活の基盤としての濃尾平野の土台ができあがったのである。

現在の濃尾平野の微地形は第1図に示すように、旧河道沿いの自然堤防の微高地と後背

湿地に代表される。これらの自然堤防の形成時期は、多くのものについては伊藤(1992)

の言うように木曽川の流路が確定された「御囲堤」以前で、自然堤防上に先史時代の遺跡

が分布していないことから歴史時代になってからと考えられる。この他に、自然堤防以外
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の微高地が存在していることも明らかで、その1つが縄文海進以降に形成された浜堤であ

る。この浜堤由来の微高地の延長方向は、旧河川の流路方向と直交ないしは斜交する方向

であり、第1図に示すように河川性の微高地とは考えにくいもので、旧浜堤の可能性のあ

るものも、森(1992)の第一・第二浜堤の他にもいくつか存在していると考えられる。こ

れらの地形的な問題点を今後の発掘調査で1つ1つ明らかにすることにより、各時代にお

ける人の生活と地形とのつながりを具体的にイメージすることが可能になろう。

まとめてみると、山中遺跡の立地する微高地は、沖積上部砂屑上に展開する自然堤防地

帯に形成され、水に恵まれた後背湿地部分を利用した稲作が、この付近の遺跡の繁栄を支

えていたと考えられる。

2.山中遺跡周辺の地下層序

山中遺跡の地下屑序を調査するため、発掘調査終了時に発掘調査区内で深掘りトレンチ

を設け、標高0m付近までの地層の観察を行った。その結果、第24図に示すような地層の

堆積が認められた。

Ⅰ層は、灰色の中粒～柤粒砂層で、おそらく沖積上部砂層の最上部に相当すると思われ

る。Ⅱ層～Ⅴ層の間は、細粒の堆積物が卓越することから、これより上位の地層は、最上

部粘土層に相当するとみられる。Ⅱ層は、層厚約60cmの暗灰色シルト層で、Ⅲ層は層厚約

30cmの暗黒褐色腐植質シルト層である。Ⅳ層とⅤ層は、Ⅱ・Ⅲ層と同様に、層厚約60cmの

暗灰色シルト層と、層厚約40cmの暗黒褐色腐植質シルト層の順に堆積している。この繰り

返しは、肉眼的には灰色のシルト層中に2本の黒色のバンドが入っているようにみえる。

V層シルト層下底付近(標高+1.07m)から25cmの位置に、森ほか(1990)の松河戸火山

灰層に相当する桃白色の火山灰層が挾まれる。松河戸火山灰層準付近での2層の黒色腐植

質シルト層の発達は春日井市町田・勝川遺跡などで観察された黒バンドⅠ・Ⅱ(森ほか、

1990)の関係に類似しており、濃尾平野の沖積面と尾張丘陵の開析谷に沿う沖積面という

地形的な位置の違いを越えた堆積環境の類似性がみられる。

Ⅵ層より上位の地層は、全般に砂質で、河川における砂の堆積・自然堤防の形成と、一

時的な後背湿地化の変遷を示唆する堆積物が卓越している。Ⅵ層は、層厚約160cmの灰白色

細粒～中粒砂層である。Ⅶ層は、層厚約40cm、植物片混じりの灰褐色細粒砂層である。Ⅷ

層は、層厚60～65cmの暗灰色中粒～粗粒砂層で微弱なラミナを伴う。Ⅸ層は、層厚約20cm

の暗灰色細粒のラミナの発達する砂層で水流を伴う河川の堆積物と思われる。Ⅹ層は、層

厚約12cmの黒灰色腐植質シルト層である。この層の堆積年代は、14C年代測定により、2,

700±90y・B・P.という測定値が求められた。この時期には一時的に後背湿地的な環境が展

開したものと思われる。記号ⅩⅠ層は、山中遺跡の基盤をなす黄褐色砂質シルト層の下位を構成

するシルト混じりの砂層で層厚約70cm、おそらくこの周辺の自然堤防を構成する砂層であ

ろう。

さらに広域的に基盤層の状況を考えるために、山中遺跡の調査地点をもとにしたボーリ

ング柱状図を、第3・4図のように濃尾平野の2つの断面を表すように作成した。その際、



第2図濃尾平野地下地質断面図作成地点
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第4図濃尾平野地下地質模式断面図(東「西方向)
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愛知県防災会議地震部会(1982、1983)、東海三県地盤沈下調査会(1985)、社団法人愛知

建築士会津島支部(1982)、同一宮支部(1983)、および社団法人土質工学会中部支部(1988)

などの調査資料を参考にした。

この地質断面、特に東西方向の断面でみると、犬山扇状地の礫層(第一礫層に相当)が

西側ほど深く潜り込み、山中遺跡周辺では地表下約30m付近に達している。その上位に濃

尾層(下部砂泥層)、さらに南陽層下部(中部泥層)が堆積し、南陽層上部(沖積上部砂層)

が15m程度発達していることが分かる。また、山中遺跡周辺では、上部砂層の上部、ある

いは上位にシルト層ないしは粘土層の堆積が認められ、局地的に最上部粘土層が発達して

いる。山中遺跡での深掘りトレンチにより確認された地層のうち、Ⅰ層より下層の砂層が

沖積上部砂層に、Ⅱ層以上が最上部粘土層および自然堤防の堆積物に相当すると思われる。

(服部俊之)
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2.歴史的環境

山中遺跡周辺には各時代の遺跡が展開

している。主要な遺跡は第5図に示した

ように一宮市の郊外に分布し、市街地に

ついては不明な点が多い。

1山中

●縄文

2馬見塚

3下り松

●弥生

4雀戸

5南木戸

6苗代

7二夕子

8河田

9北川田

10西上免

11弥勒

●古墳

12でんやま古墳

13車塚古墳

14富塚古墳

15浅井神社古墳

●古代・中世

16妙興寺

17法円寺古墓群

18苅安賀城

前
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Ⅱ.調査概要

1.経緯

山中遺跡の調査は、県立尾張病院の建築に伴い昭和34年に初めての調査(第一次)が行

われた。その後、同病院の改築に伴い、昭和55年(第二次)・56年(第二次)にも調査が行

われた。平成2年度には、大規模な改築が実施されることに伴いその事前調査として当セ

ンターが第四次調査を実施した。第四次調査では、これまでの断片的な調査とは異なり広

い面積にわたる発掘調査が可能となり、縄文時代末から弥生時代にかけての集落跡や方形

周溝墓群の発見という大きな成果をあげた。

今回は第五次調査に当たり、同病院に併設されている県立尾張看護専門学校の増築に伴

い、1300㎡を調査した。

2.経過

発掘調査は、準備作業として平成3年8月下旬に重機掘削による表土剥ぎを実施し、作

業員投入による人力掘削は平成3年9月～10月の約2ケ月間を要した。

表土剥ぎは包含層を傷つけないように極力注意した。だが、南西の張り出し地区から北

にかけての一部は削平面をやや深めに設定したために、それ以外の地区の検出面と段差が

生じた。

層序は、調査区東半部では水田耕作土直下に黄灰色シルトの基盤面が露呈して包含層の

堆積はなく、同じ面で遺構を確認した。調査区西半部では耕作土下に黄灰色シルトではな

く褐色シルト層が堆積しており、弥生時代後期以前に遡る包含層の存在が予測された。掘

り下げの結果、散乱状態の条痕紋系土器壷破片を検出した。

調査の進行は、9月は順調であったが、10月になって降雨に悩まされ、また地下水の湧

出など、遺構の保持には困難な点があった。

遺構実測は、プランが航空測量と一部手測り、土層図は手測りによって行い、また遺物

取り上げは遺構の内外を問わずx・y・z測点を実施した。

平成4年度は報告書作成にむけて、記録図面・写真等の整理や遺物の接合・復元・実測・

写真撮影等の整理業務を行った。

(石黒立入)
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Ⅲ.遺構

1.弥生時代から古墳時代

A.弥生時代前期

平成2年に実施した第四次調査において、縄文時代末から弥生時代前期にかけての遺

構・遺物の発見が行われていたので、ほぼ調査が終了した時点でトレンチをいくつか設定

した。環濠の延長にあたると予想された調査区西部では全体に掘り下げを行ない、その結

果、条痕紋系土器の壺が散乱した状態で出土した。

出土状態は、特に水平分布・垂直分布ともに何らかの遺構の存在を示すものとはなって

おらず、したがって環濠の延長である可能性は低い。

接合する土器片は少なく復元は不可能であった。底部から胴部にかけての破片が2個体

分はあるものとおもわれる。

土器片の特徴は、胴部下位が縦方向の二枚貝腹縁条痕、中位が横方向の条痕で、ススが

付着していたかのように黒く変色した破片も含まれている。

時期を決定する特徴には乏しく、条痕紋系土器第Ⅰ段階から第Ⅱ段階にかけての資料で

あるという他はない。やや下胴部の傾斜が強いこと、胴部中位に横位条痕が施されている

ことをみると、第Ⅱ段階である可能性が高い。

rfと.Y
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第7図条痕紋系土器(1:3)



第8図条痕紋系土器出土状態

13

第9図条痕紋系土器出土分布図(1 :40)

第10図条痕紋系土器



B.弥生時代後期から古墳時代初頭

SZ01

調査区のほぼ中央で検出した方形周溝墓で、南溝は調査区外にある。ブリッジの存在は

不明である。墳丘はすでに削平されていて、残存していない。

周溝プランは、内側が直線的で、外側は蛇行している。周溝は、北、東、西という順に

深くなるが、西だけは異常に深い印象を受けた。土層セクション(図版3)にもみられる

ように、埋土最下部には暗灰色シルトブロックと灰褐色細粒砂がほぼ水平に堆積し、この

分の厚さは40cmだけ深くなっている。これが整地されたものである可能性は高い。底面に

はくぼみが3ヶ所認められた。東西の周溝埋土上層は暗灰色シルトであるが、北溝のみ暗

灰色シルト単一である。出土遣物は、土器小片が少量のみで、非常に貧弱である。



SZ02

プランは方形というにはやや周溝の湾曲が強く、円形周溝墓である可能性もある。そし

て周溝は、底面が土坑の連続のように一定せず、複数の面からなる。

埋土は大きく上下の2層に分かれる。下層は基盤の黄灰色シルトのブロックを含む明る

い灰褐色の堆積層で自然埋没によるものであろう。上層は暗褐色シルトで、下層との間に

は他の周溝墓には存在しない白色から黄白色の非常に薄い層が認められる。

出土遺物は、下層から山中期新相から欠山期の土器片が散漫ながら出土し、上層からは

S字状口縁甕(C類)や須恵器片が出土した。他に鉄錆の塊も出土し、ソフロンで透影し

たが鉄器ではなかった。

周溝はSZ01及びSD01と重複関係にある。 SZ01との関係では、北溝の埋没後に切り

込んでいる)

罪



SZ03

S Z03は調査区の東部で検出した。検出面では最初暗褐色シルトが堆積している南溝と

北溝の一部しか確認できず、サブトレンチを設けるなどして北溝他の検出を行った。

本周溝墓のプランは前方後方形の特徴を有する点で特筆されるものである。

主丘部西溝がSD01に切られているため不明であり、北溝の西半部は調査区外となる。

また張り出し部東端も調査区外となる。

南溝は一部SZ04と重複するが、溝上部の削平にとどまり、大きく影響を受けていない。

南溝は墳丘側が直線的で、外側はやや蛇行している。北溝は北東コーナー部付近の検出に

とどまった。

東溝は、南側部分が南東コーナーから底面の標高を上昇させながらくびれ部にいたり、

そして一段落ちるかたちで張り出し部南溝につながる。北側部分は、墳丘側がほぼ直角に

まがり、外側はそれに平行することなく広がる。

第13図SZ03プラン・出土土器分布図(1:100)
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溝の堆積土は、南溝では暗褐色シルトが上部にあり、下部に黄灰色細粒砂が堆積し、遺

物の多くはこの下部堆積層に含まれていた。

東溝北側部分は、張り出し部北溝との区分が不明確で一体のものになっている。所々暗

い部分のある灰褐色シルトを上層として、下層は灰褐色シルト質砂が部分的に炭化物を含

んで堆積している。この炭化物はくびれ部から北東コーナーにかけて集中地点を見せるこ

となく散漫に分布していた。東溝北側部分の検出では、この炭化物も一つの指標とした。

遺物は、土器片や磯が底面より10～20cmほど浮いて出土した。

張り出し部北溝と南溝を検出したが、東端に溝が巡るかどうかは不明である。張り出

し部は、旧水田による削平がちょうど一段深くなるところになり、そのため南溝も東端は

立ち上がりが弱く、図化部分で終息するかどうか確証はない。

南溝については調査時から気に掛かっていたことがある。それは、東溝との接続部分が

ほぼ垂直に立ち上がって段を形成しているため、南溝西部が一種土坑状を呈していること

である。それは東溝南側部分がコーナーから浅くなりながらくびれにいたることとも無関

係ではない。以上のことからして、張り出し部南溝のありかたは、この溝が後から付け加

えられたものである可能性を示しているように思われる。

本周溝墓には墳丘は遺存していなかったが、主体部と思われる土坑を北東コーナー付近

で検出した。上部土坑と下部土坑に分かれる二段構成である。木棺直葬の可能性があるけ

れども、規模は小さい。内部には暗褐色シルト質砂が堆積し、山中式期の壺片が出土した。

次に、本周溝墓の全体的な形状を見てみると、主丘の中軸線と張り出し部の中軸線が一

致せず、しかも、くびれ部中央が主丘東溝の中央ではなく、やや南に寄っている、 「変形」

となっている。こうした変形の原因としては、 ①もともとこのような形態が選択された、

②本周溝墓がのちに造り替えられた、という二つの可能性を考えることができる。これま

でのところ、 ①については確証がないので、 ②の可能性を検討してみよう。

土器の出土量は主丘部南溝で最も多く、大形壺24、小形壺25 - 26が確実に供献されてい



たものの他、破片も比較的多く出土している。

東溝からは、南側では遺物の出土はなかったが、北側部分で散漫ながら出土した。

出土土器は山中式期新相から欠山式期初相にかけてのものである。残存状況が比較的よ

くて形態の復元可能なものは後者に占められているため、調査時の認識では古い一群を混

入品とみなし、新しい一群をもって本周溝墓の時期決定資料であるとしていた。

ところが、出土状況を再検討してみると、古い一群はいずれも溝底面に密着するかそれ
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に近いレベルから出土しており、新しい一群はそれより高いレベルでの出土であることが

わかった。このことは、あるいは墳丘上に置かれた供献土器が周構内へ転落する時期の違

いということを意味しているのかも知れない。その場合でも完形品やそれに近い大形の破

片のみ遅いということでは説明がつかない。また、古い一群が混入品であるとした場合に、

いったい何処から流れ込むのか、やはり説明はつかない。新古2群の存在は、それら両群

の堆積時期が違うことを示しているものと考える。

以上から、本周溝墓は、山中式期新相において一辺の中央近くにブリッジを有するB形

として築造されたものが、その後に<変形>前方後方形に造り替えられたものと考える。

第16図-1SZ03北東溝出土土器
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C.古墳時代後期

SZ04

方形周溝墓と同じ検出面で確認した。溝の堆積土が方形周溝墓に比べて灰色味が強く、

S Z03南溝との重複分では切りあいが比較的よく把握できたので、弥生時代後期よりは新

しいという予想を得ることができた。

溝を掘り下げてみると、遺物はほとんど出土しなかった。しかし、ただ1点須恵器杯蓋

片が溝堆積層から出土したこと、墳丘側の水田耕作土直下から金環が出土したこと、昨年

の調査でも遺構は

つかめなかったも

のの6世紀代の須

恵器がある程度出

土したことなどの

諸点から、この溝

が円墳周溝部分の

残欠であると認定

した。

復元径は約14m

である。

2.古代

SD01は、ちょうどSZ02・SZ03・SZ04の隙間を縫うように南北に掘削されている。

西に中段平坦面を有する2段掘りで、東は急な斜面となっている。溝周辺には同時期の

ピットはなく、溝の性格は不明である。

出土遺物は、須恵器や灰釉陶器片が中段以上のレベルから出土した。出土状況では須恵

器壺は下部にあり、他は上部でレベル差が認められる。
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3.中世

A.概要

中世遺構には、井戸・溝・土坑などがある。遺構の切りあい関係では、 SD03とSK03、

SD07とSK04、 SE01とSE09の三つを確認している。

このうち、 SD09とそれにほぼ並行するSD11が、溝のなかでは軸線を異にし、またそ

の出土土器もSK04やSE01に近いので、時期は大きく2時期に区分できる。

二



B.井戸

SD09とSD05が交差するところでSE

01を検出した。

井戸枠などは遺存しておらず、土層断面

でも特に構造物の痕跡は把握できなかっ

た。掘り形の下部は湧水のために掘りきれ

なかったので、曲物等についてはわからな

かった。人頭大の礫が一点内部から出土し

た。

第22図SE01土層セクション(l:40)
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C.溝

溝の位置と軸線方位の共通性から、Ⅰ群:SD09・11、Ⅱ群:02～08・10・22～24・29、

Ⅲ群:SD12～15、Ⅳ群:SD16～21、Ⅴ群:SD25～28、の5群に大きく区分できる。

このうち、溝の断面が逆台形あるいは箱形を呈し安定した規模を有するのはⅠ群とⅡ群

の一部である。他の群は仮に削平されていたとしても、規模や深度は著しく劣り、異なる

性格を有するものとして区別される。

Ⅰ群SD09はSD05に切られている。SD09との交差付近に12世紀後半代の灰釉系陶

器や常滑壷の廃棄があった。西端はやや溝幅を広げ土坑状に終息する。土層セクションで

は掘り直しされているようだが、面的な広がりは不明である。

SD11は規模が著しく小さいが、SD09にほぼ並行して掘削されているので、同時期と

考えられる。

Ⅱ群本群に属す溝のうち、SD02・03・04・05・06では上層に14世紀代の遺物を含む

灰白色粘土が堆積し、Ⅲ群とともに最終埋没の様相が認められた。

SD02は調査区の南西隅で検出された。土坑の可能性もある。

SD03はL字状に屈曲する溝で、土層セクションでは掘り直しが確認された。SD12交

差部分より西では溝埋土中位から灰釉系陶器最終段階の皿105が南斜面に貼り付くかたち

で出土した。コーナー付近には灰白色粘土下部に焼土、炭化物、焼け焦げた木、焼人骨片

が散乱していた。

SD12はSD03に接続する溝である。SD03のコーナーに平行して屈曲する。埋土には

焼土、炭化物が含まれていた。

SD05はクランク状に屈曲する溝で、西端ではSD03の軸線に一致してL字に折れるだ

けでなく南に不自然な延長部をもつ。このSD05南北部分はもともとSD05に先行して掘

削されていた可能性がある。この部分では灰白色粘土を埋土とするSD04が重複している。

土層セクションでは掘り直しを確認している。

SD06は最初灰白色粘土を追うことによって一体の溝として掘り下げたが、南に折れた

部分では下部に1条重複していることがわかった。つまり、SD06～08のうち最終段階が

SD06上部であり、それ以前に溝の付け替えが行われていたことになる。切りあい関係か

ら、SD08→06下部→07→06上部という順序が想定できる。

SD10はSD05とSD06上部に切られている溝である。やや蛇行するがSD06下部との

接続も有り得る。土層セクションでは板塀の基礎である可能性が考えられた。

SD22はSD11を切ってSD05に接続する小規模な溝である。

SD23・24は以上の溝とは異なり、掘り形・輪郭ともやや不明瞭である。SD23;SD

22との間に少し間隔をおいて東に伸びる。東部では輪郭が不明瞭となる。SD24はSD22

に直交し、SD23に平行する溝である。底部には小溝が2条、一部途切れながら平行して

掘削されている。溝自体の感じや埋土は、Ⅴ群に一致する。



SD29はL字状に屈曲する溝である。

Ⅲ群SD03上層の灰白色粘土を埋土とする小溝である。

Ⅳ群平行して掘削されている小溝群である。埋土は黄灰色シルト質砂で、SD24やⅤ

群の埋土と共通している。

Ⅴ群SD25～28は浅い幅広い溝で、軸線はⅠ群と一致する。SD26の底部では小溝を

検出した。東部では終息する。

D.土坑

SK01・02はSD03の作る区画内で検出した、埋土が斑状を呈するカクラン土からなる

土坑である。おそらく墓であろう。

SK03はSD03コーナー下で検出した4.3m×1.6m、深さ約120cmの大形土坑である。遺

物は出土していない。

SK04は焼土・炭化物がラミナをなして流れ込んでいる大形の土坑である。他の遺構に

比べて多量といえる灰釉系陶器椀・土師質ロクロ小皿が出土した。掘り下げ中に調査区の

壁が崩壊して、土層の詳しい観察はできなかった。

SK05・SK09は楕円形の土坑で、埋土は黄灰色シルト質砂である。

SK07は0.8m×0.9m、深さ約1mの土坑である。人頭大の礫が内部から出土した。14

世紀代の遺物が出土している。

E.その他

SX04はSD03北肩にあるテラスである。

SD03とSD05西端の南北部分を境として以西は墓域である可能性が高い。そしてSD

02・03・05・06によって挾まれた空間は通路であった可能性が高い。SD10・SD06下部

とSD05西端の南北部分及びSD03とがつくる空間も同様か。

4.その他

SX01は暗褐色シルトを埋土とする落込みで、出土遺物はない。弥生時代後期の可能性

がある。

SX02はカクラン土を埋土とする溝で、弧状に掘られている。土層セクションによれば、

古代か中世であろう。

SX03はSZ04の溝に重複する土坑状の遺構である。時期不明。

SA01は打設杭列である。打ち込まれた面が確認できないために時期は不明だが、埋土

は灰色粘土であり、中世の可能性がある。

SD30以東の溝群は、近世からの現代の溝である。(石黒立人)



Ⅳ.遺物

1.弥生時代後期から古墳時代初頭

SZ013はカゴ目痕のある壺片。4・5は高杯である。6・7は甕。7は口縁部がヨ

コナデ、休部外面は弱いハケメ。8はS字状口縁甕。風化して脆い。

SZ029は口縁外面に櫛描直線紋がめぐる小形高杯か、小形壺の口縁部片。10・11は

高杯の杯部片。12は器台。13は高杯片。14・15は小形鉢、または小形台付鉢の破片。SD

01から同類である39が出土している。遺構の位置関係ではSZ02から流入したものであろ

う。16・17は台付壺。18・19は口縁端部にハケメ刻みが施される甕。18の口唇部はやや丸

い。20はSZ01の8と同一個体であろう。

SZ0321・22・30～35は高杯片である。断面だけのものは小片である。30は突き出し

た端面に凹線が施されている。32は二次的に火熱を受けている。23は口縁部に擬凹線の施

された器台片。

24は大形壺。口縁部はやや内湾して、「欠山式」的特徴を有する。頸部にはシャープさを

欠いた貼り付け突帯がめぐり、休部上位にはカゴ目痕が認められる。休部は雑なミガキで

凹凸がある。下半部にケズリ痕が観察できる。底部は上げ底である。

25から28はほぼ同じつくりの小形壺である。復元できた25は筒状の頸部に外反する口縁

部をもち、休部は下位に稜をもつ。外面は、口縁部から頸部直下にかけてハケメが施され、

休部はナデ調整されるが接合痕は残したままである。休部稜以下はケズリ痕を残している。

底部を欠くが、人為的に打ち欠かれた可能性が高い。26は口縁部と底部を欠く。休部外面

はケズリというよりは削痕といった感じである。接合痕を残している。27はかなり大きく

開く口縁部をもつ。しかし、成形は雑で、口縁部では内面はハケメ調整されるが外面は粘

土を伸ばしたときのシワが消されないままであるし、接合痕もよく残っている。

28は休部片のみである。丸みを帯びた休部で、下位に稜があるかどうかは不明である。

36は口縁部にハケメ刻みの施された甕。内面にはハケメが観察される。

主体部状の土坑から166・167の壺片が出土した。

2.古墳時代後期

SZ0437は須恵器蓋片、38は鉄地に銅をかぶせ鍍金した金環である。



3.古代

SD0140～43は灰釉陶器。41は漬け掛け、40・42は釉がよく見えない。44～46は須恵

器である。44は無高台の杯、45は高盤である。46は長頸壺。47は土師器の甕である。9世

紀代に属す。

4.中世

SE01埋土中位から礫とともに出土した。48は灰釉系陶器の小椀か小皿、49は小皿。

50・51は椀。51にはモミガラ痕がある。52・53は鍋である。12世紀中ごろに属す。

SD02101・102は乳灰色を呈する最終段階の灰釉系陶器椀。14世紀後半代。

SD03103は灰釉系陶器椀。13世紀中ごろ。104は壺。105～107は最終段階の灰釉系陶

器椀。14世紀後半。

SD05108-110は灰釉陶器。109は段皿。111・112・114-117は灰釉系陶器で、この溝

の時期を決める資料である。13世紀代。118は白磁片である。119・120は大窯期。121は須

恵器片を用いた加工円盤である。

SD06122・123は灰釉系陶器椀。12世紀代

SD07いずれも素焼土器である。124は皿、125は壺?SK04からの混入である。

SD09126・127は須恵器。128～131は灰釉陶器。132～139は灰釉系陶器小皿・椀。141

は古代土師器甕、142は素焼ロクロ小皿、143は土師器鍋である。140は常滑壺。この常滑壺

は破片となって溝の南斜面から出土した。13世紀代。

SD10144は灰釉系陶器椀である。

SD17145は糸切り底の須恵器である。

SD29146・147は高台部分を加工した円盤である。

SK02斜めになって出土した。供献ではなかろう。

SK03上層から出土したもので、確実に本土坑に伴うとはいえない。13世紀代。

SK0460は須恵器。61は灰釉陶器。62～78は灰釉陶器の終末段階から灰釉系陶器の初

期に位置づけられるもので、本土坑が連続堆積を示すことと対応している。11世紀末から

12世紀初め。96・97は常滑甕。

素焼ロクロ小皿は、径が小さく底部の厚いものと、径が大きく底部の薄いものとがある。

高台のつくものはない。ただ、いずれも小破片で、径を確実に復元できるものは少ない。

底部外面には回転糸切り痕が残され、一部には板目痕の残されたものもある。98・99は土

師器鍋、100は羽釜である。100は混入であろう。

SK0758は灰釉系陶器最終段階の椀。14世紀後半代。59は白磁片。

(石黒立人)



Ⅴ.分析・考察

1.自然科学的分析

A.遺跡基盤砂層の粒度分析

1.はじめに

濃尾平野の地下には、木曽三川水系の河川が運搬してきた礫や砂、泥などの堆積物が厚

く堆積している。これらの堆積環境としては、扇状地、三角州、自然堤防など様々な形態

が想定される。遺跡の立地を考えるうえで、堆積環境を復元することは非常に重要なこと

である。森ほか(1990)は、遺跡基盤砂層の砂層の粒度分析を行い、堆積環境の復元を試

みその有効性を報告している。ここでは、粒度分析により山中遺跡およびその周辺の堆積

環境の復元を試みた。

2.分析試料の層準

分析に用いた試料は地質柱状図(第24図)の試料番号S-1、 2の2層準および、関連

する遺跡や砂の分布地から採取した試料である。山中遺跡では、試料S-1、 2のさらに

下位にも1.5mほどの層厚の砂層が存在したが、トレンチ壁面の崩壊という危険を伴ったた

め試料の採取ができなかった。試料S-1は、標高+2.37m～+3.0mに位置し、ラミナが

発達した暗灰色中粒砂層から、また、試料S-2は、標高+2.17m～+2.37mに位置し、

ラミナが発達した暗灰色細粒砂層から採取した。

3.分析結果と砂の堆積環境

試料S-1は最大粒径1mm以下で、細粒砂^-%mmが試料全体の60%を超え、比較

第23図分析用試料採取位置図
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第25図山中遺跡(91区)砂粒粒度分析結果

歪度一淘汰度分布図(領域図A)歪度一平均粒径分布図(領域図B)

第26図基盤砂層の粒度分析結果(森(1992)に加筆)

図中の破線はFriedman(1961)の境界を示す。



的淘汰の良い砂層である。中央粒径2.94、平均粒径2.90、淘汰度0.42、歪度-0.11を示す。

試料S-2は、極細粒砂(%～宗mm)が試料全体の40%に達する淘汰の良い砂層といえよ

う。中央粒径4.01、平均粒径3.84、淘汰度0.29、歪度-0.58を示す。両試料はFriedman

(1961)の領域図A・B(第26図)の海浜砂の領域に属する。濃尾平野内陸部における海浜

砂については、森(1992)が、西春日井郡清洲町ほかの朝日遺跡周辺、稲沢市の堀之内花

ノ木遺跡、同市一色長畑遺跡の海浜砂、西沢(1978)の馬島砂丘・須脇砂丘などの分布を

根拠に、縄文時代中期頃および縄文時代晩期～弥生時代前期にかけての海退期に対応した

北西～南東方向に延びる2列の浜堤列を提唱している。単純に考えると山中遺跡の砂層は、

この浜堤列のさらに内側に位置する海浜砂になる。しかし、年代的に縄文時代後・晩期境

界付近に位置する松河戸火山灰層(MT、後述)の上位に位置する砂層であること、また

同時代の浜堤は山中遺跡よりもさらに南方に位置すると考えられることから、この砂層そ

のものが海退期の浜堤を構成していたものとは考えづらい。だが、松河戸火山灰層層準よ

りも下位の砂層が、山中遺跡周辺で海退期の浜堤を構成していたものであり、これが河川

の営力で削剥・再堆積したという可能性は残される。山中遺跡周辺の浜堤存在の可能性は、

この付近の微高地の延びが河川の流路と調和的でなく、むしろ森(1992)の第2浜堤の延

びの方向に平行すること、さらに日光川・青木川・五条川がこの位置で不規則に蛇行する

ことなどの理由からも十分に考えられることである。いずれにしてもこの海浜性を示す砂

層は、縄文時代から弥生時代にかけての海岸線の復元という大きな問題を解く鍵になると

思われるので、今後、浜堤列の上に位置する可能性のある遺跡では基盤砂層の粒度分析は

もちろんのこと、珪藻・貝化石などの古生物学的な研究もあわせて行うことが重要な課題

となろう。(服部俊之)

文献

Friedman,G.M.(1961),Distinctionbetweendune,beach,andriversandsfromtheir

texturalcharacteristics.J.Sed.Petrol.,31,514-529.

森勇一・伊藤隆彦・楯真美子・永革康次(1990),濃尾平野周辺地域における遺跡基盤層の

粒度および鉱物組成.愛知県埋蔵文化財センター年報(平成元年度),131-142.

(1992),朝日遺跡およびその周辺の地質と古環境.愛知県埋蔵文化財センター調

査報告書第31集「朝日遺跡・自然科学編」,9-40.

西沢邦和(1978),濃尾平野の旧砂丘-特に須脇砂丘を中心として-.地学雑誌,4,42-46.

B.火山灰層と14C年代

1.火山灰層

(1)はじめに

平成3年度発掘調査の深掘りトレンチにより、標高+1.07m付近の暗褐色腐植質シルト

層中に1枚の火山灰層を発見した。この火山灰層は、1990年4月に春日井市の松河戸・町



田両遺跡で発見された松河戸火山灰層(MT)(森ほか、1990)との対比が考えられる。こ

こでは、山中遺跡の火山灰層の岩石記載的性質を詳しく記載し、県内の火山灰層、さらに

広域火山灰層との対比を検討する。

(2)記載方法

火山灰層の岩相および岩石記載的性質については、吉川(1976)、YOSHIKAWA(1984)

の火山灰層の記載にならって記載する。なお、火山ガラスの屈折率の測定には大阪市立大

学理学部地学教室の機材を使用させていただいた。

(3)火山灰の記載

a.山中遺跡の火山灰層

標高+1.07m付近の暗褐色腐植質シルト層中より発見された。レンズ状に挾まれ、厚さ

最大約1cm、桃色がかった灰白色の細粒ガラス質火山灰層である。火山ガラスは主に中間

型で、特にCa型のものが多い。屈折率は、n=1.500-1.502(1.501)である。重鉱物は

角閃石・斜方輝石・単斜輝石・黒雲母からなる。

b.松河戸火山灰層(MT)(森ほか、1990)

春日井市松河戸・町田両遺跡より発見された縄文時代後・晩期の境界付近に位置する広

域火山灰層で、厚さ約4mm、薄い赤褐色ないしは、桃白色の細粒～中粒ガラス質火山灰層

である。火山ガラスは主に中間型で、屈折率は、n=1.499-1.504(1.501-1.502)である。

重鉱物は角閃石・黒雲母・単斜輝石からなる。

C.三本松遺跡の火山灰層

豊田市坂上町三本松遺跡の縄文時代後期～晩期にかけての黒色砂質シルト層中より発見

された火山灰層で、レンズ状に挾まれ、厚さ最大8mm、薄い赤褐色の細粒ガラス質火山灰

層である。火山ガラスは主に中間型で、特にCa型のものが多い。屈折率は、n=1.500-1.

502(1.500)である。重鉱物は角閃石・斜方輝石・黒雲母からなる。

(4)まとめ

山中遺跡で発見された火山灰層は、火山ガラスの屈折率・重鉱物組成の類似性などから

松河戸火山灰層(MT)に対比可能である。同様に、平成3年度発掘調査により一宮市西

上免遺跡、豊田市三本松遺跡で、それぞれ発見された火山灰層もMTと対比可能である。

大垣市荒川遺跡の火山灰層、大阪市港区天保山のボーリング試料中より発見された難波累

層最上部火山灰層(吉川ほか、1986)、滋賀県琵琶湖底200mボーリング試料中のBB7火

山灰層(YOSHIKAWA1982)、琵琶湖高島ボーリングのBT1火山灰層(吉川・井内、1991)

などとの対比から、近畿～東海地方にかけての分布が確実なものになろうとしている。こ

のことは、松河戸火山灰層が、近畿～東海地方の縄文時代後・晩期の遺跡の絶対年代を考

えるうえで重要な鍵層となりうることを示している。

2.14C年代

山中遺跡の発掘調査において得られた各種分析試料のうち、第24図に示した5点の試料

を利用し、放射性炭素年代(14C年代)を求めた。年代測定は、学習院大学理学部に依頼し、



第1表山中遺跡関連火山灰の岩石記載的性質

Mineral composition Glass Heavy mineral composition

Volcanic ash Gl. Fl. Qz. Hm. Shape Refractive Index Bi. Am.Op. Cp. Zr. Ap. Oq.

(%) H. C. T. 0. (%) (mode) (%)
~1 _ ll

Yamanaka 85 7 3 5 4 67 27 2 1.500-1.502(1,501) 9 38 27 10

Sanbonmatsu 85 10 3 2 16 71 12 1 1.500-1.502(1.500) 8 36 31 6 2 17

Matsukawado62A 90 4 2 4 ll 56 33 0 1.499-1.504(1.50ト1.502 10 38 26 9 1 16

Matsukawado62E 89 7 2 2 13 64 23 0 1.497-1.505(1.501-1.503) 3 45 33 9 1 9

M云tヨ血Ⅳ磁dd証I 85 12 1 2 5 74 21 0 1.499-1.504(1.502) 6 39 35 10 1 9

Chouda62B 83 13 1 4 16 71 13 0 1.498-1.504(1.50ト1.502) 4 39 39 10

BT1 93 5 1 1 23950 9 1.497-1.5031.499-1.502) 8 29 32 4 3 24

Mineral composition Gl : Glass Fl : Feldspar Qz : Quartz Hm : Heavy minerals

Shape of glass H : H-type shards C : C-type shards T : T-type shards

Heavy mineral composition Bi :Biotite Am : Amphibole Op : Orthopyroxene Cp : Clinopyroxene Zr : Zircon

Ap :Apatite Oq : Opaque minerals

*分析値は松河戸・町凱こついて森ほか(1990)、 BTlについては吉川ほか(1991)による。

14C年代測定法によって求められた値である。以下に、その測定結果を列記し、年代に対す

る若干の補足説明をする。ただし、ここでの年代値はすべて1950年より起算したものを使

用している^

<放射性炭素年代><分折試料>

C-5 2,700±90<GaK-16369>腐植質シルト

C-4 3,500±140<GaK-16367>腐植質砂質シルト

C-3 3,850±100<GaK-16368>木片

C-2 4,520±100<GaK-16443>腐植質シルト

C-1 4,530±110<GaK-16494>腐植質シルト

ここに示された年代のうち、 C-3・4の年代値は、前述した松河戸火山灰層の信頼度

の高い年代値3,120±120y.B.P.森ほか、 1990からすると、かなり古い年代値を示して

いることがわかる。これは、両試料採取層準が比較的砂質な部分であったために、再堆積

による試料を測定した可能性が高いことを示している。 (服部俊之)
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C.昆虫および珪藻化石から推定される

縄文時代後・晩期の頃の古環境

1.はじめに

筆者は、これまでに愛知県内外の遺跡の調査を通じて多くの昆虫化石を抽出し、古環境

復元に役立つ指標性昆虫の特定と分析を実施してきた(森: 1988、森: 1989、森ほか: 1990、

森ほか: 1992、森: 1992 。本節では昆虫と珪藻の分析を併せて実施し、山中遺跡周辺の古

環境について考察する。

2.分析試料および分析方法

昆虫分析試料は、山中遺跡91区深掘りトレンチの標高+1.07m地表面下3.53mに位

置する松河戸火山灰層(森ほか、 1990 ; 3120±120y. B. P.直下の植物片まじり腐植質シ

ルト層より採取した(第24図、 Ⅰ-1 ,分析試料の湿潤重量は12.4kgであった。昆虫化石

の抽出は主にブロック割り法によっておこなった。検出した昆虫化石は、実体顕微鏡下で

クリーニングののち、現生標本と比較・検討のうえ一つずつの節片について種の同定と部

位の特定を行った。一方、珪藻分析試料は昆虫の分析試料と同層準より1サンプル(試料

D-1)、それより上位の腐植まじり細粒砂層より1サンプル(試料D-2の計2サンプ

ル採取した(第24図)。珪藻遺骸の検鏡は1000倍の光学顕微鏡を使用した。

珪藻の分類と生態的特性などは、 Hustedt (1930, 1927-1966), Krammer and Lange

-Bertalot (1986・1988)などによった(文献名省略)。

3.昆虫および珪藻化石群集

A.昆虫

山中遺跡の分析試料中より発見された昆虫化石(節片ないしは破片数)は計40点であっ

た。第2表は、山中遺跡産の昆虫化石の全リストとその計測値である。また、主な昆虫化

石の顕微鏡写真を図版22・図版24に示した。不明種4点を含め、いずれも鞘翅目

(COLEOPTERA)に属する鞘翅(Shard)前胸背板(Pronotum)等の節片よりなり、

発見された化石片の大きさは最大18.0mm、最小0.7mmいずれも化石片の長辺の長さ)であっ

た。

出現種数は科レベルまで同定できたもの4科10点25.0% 、属レベルまで同定できたも

の2属4点(10.0%)、種レベルでは11種22点55.0% 、所属不明および未分類の鞘翅目

は4点(10.0%)であった。生息環境および生態による分類では、水生昆虫4種8点(20.

0%)、地表性歩行虫2科1属3種の計12点(30.0%)、食植性昆虫1科1属4種の計15点37.

5%)、肉食性昆虫1科1点(2.5%)、その他所属不明および末分類のため生態が判明して

いない昆虫片は4点(10.0%)であった(第3表)。

特筆すべき種として、水生昆虫ではガムシHydrophilus acuminatus (3点)、セマルガ

ムシCoelostoma stultum (2点)、ヒメセマルガムシCoelostoma orbiculare (1点)、オ

オミズスマシDineutus orientalis (2点)が出現した。これらは、いずれも現在は水深の



浅い池沼や水田などにすむ止水性の水生甲虫である。地表性歩行虫では、トックリゴミム

シ属Lachnocrepis sp. (1点)、ヤマトトックリゴミムシLachnocrepis japonica (1点)、

クロモリヒラタゴミムシColpodesatricomes(1点)、アオバアリガタハネカクシPaedenus

fuscipes (1点)が発見された。これらの種群は森林性のタロモリヒラタゴミムシをのぞき

湿地や水辺に好んで生活し、湿潤地表面を特徴づける歩行虫ということができる。また、

食植性昆虫では、サクラコガネ属Anomalasp. (3点)、ヒメコガネAnomala rufocuprea

(5点)、コガネムシMimela splendens (4点)、ヒメカンショコガネApogonia amida

(1点)、ホソサビキコリAgrypnusfuliginosus (1点)などが発見された。いずれも草本

植生ないしは落葉広葉樹の葉を食害する食葉性昆虫である。

B.珪藻化石

試料D-1から得られた珪藻化石は、 14属50種(5変種を含む)計200個体、試料D-2

では12属20種(1変種を含む)計43個体であった。そのリストを第4表に、また主な珪藻

化石の顕微鏡写真を図版26に示した。

珪藻化石の群集組成は、試料D-1 ・ 2を通じてpHについては不定性種および真～好

酸性種が多く、水流性については不定性種が優占する群集組成であるとみなすことができ

る。また、珪藻の生態性では、底生および付着生の種群で大部分が占められ、塩分に対す

る適応性では試料D- 1中から見いだされたMeolosira sp-A. (好塩性汽水生種)をのぞ

き、すべて嫌塩性の淡水生種であった。

試料ごとにみると、試料D-1中のpHについての適応性は、真～好アルカリ性種20.

0%、 pH不定性種39.5%、真～好酸性種39.0%、水流性では真～好流水性種6.5%、水流不

定性種79.0%、真～好止水性種12.5%、珪藻の生態性についてみると、付着生種44.0%、

底生種54.5%、浮遊生種は1.0%であった。試料D- 2では出現個体数が少なく群集組成を

読み取ることは困難であるが、 pHについては真～好アルカリ性種(44.1%)、水流性につ

いては不定性種(62.7%)、生態性については付着生種(76.7%が比較的多く出現した。

種組成でみると、試料D- 1では好酸性・水流不定性・付着生種のEunotiapectinalis ( 2

変種を含む) 16個体、同じく好酸性・水流不定性・付着生種のE. robusta13個体をはじめ

Eunotia属の種群が48個体(24.0%)、好酸性・水流不定性・底生種のPinnularia stomat-

ophora 8個体、 pH不定性・水流不定性・底生種のP. viridis 8個体をはじめ、 Pinnular-

ia属の種群が計50個体(25.0%)出現し、 pH不定性・水流不定性・底生種のStauroneis

phoenicenteron 15個体(7.5%)も比較的多く見いだされた。

また、試料D- 1では陸生珪藻として知られるHantzschia amphioxys (H. amphioxys

var. vivaxを含む) 、 Eunotia praerupta, Pinnularia subcapitataが計26個体(13.0%)検

出され、底生種の出現率が高いことと併せ、松河戸火山灰層が降灰した当時、山中遺跡周

辺に存在した止水域は水深の浅い湿地帯のような環境であった可能性が考えられる。

4.考察

昆虫および珪藻分析によって明らかになった松河戸火山灰降灰直前、すなわち縄文時代



後・晩期の境界付近の頃の山中遺跡周辺の古環境について述べる。

出現昆虫は止水域に生活する水生甲虫と、湿地や水辺環境に多い地表性歩行虫によって

そのほとんどが占められた。また、食植性昆虫では、すべての種群が草本植生や落葉性の

広葉樹に依存するものばかりであった。珪藻化石では、 pH不定性から真～好酸性種が優占

し、生態性では底生種が付着生種を上回った。そして、好気的環境を好む陸生珪藻も見い

だされた。

その結果、濃尾平野北西部の一宮市山中遺跡周辺は、ところどころに水深の浅い池沼(水

深はせいぜい1m未満)が点在する湿地帯のような状況であったものと推定される。湿地

帯のまわりの植生は草本植生が卓越し、出現昆虫の組成から樹林はほとんど成立していな

かったものと考えられる。その後、縄文時代晩期から弥生時代前期にかけての頃、層厚3

mを超える砂層が後背地から搬出されたのち、濃尾平野各所で弥生人の本格的な活動の舞

台を迎えることになるのである。 (森勇一・前田弘子)
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第2表昆虫化石の分析結果湿潤重量12.4kg計40点

N0. 和 名 学 名 部 位 名 計測値 mm 備 考

1 ゴミムシ科 HARPALIDAE 腹部腹板 L 8.0 W 6.2

. 2 オオミズスマシ DineutusorientalisMODEER 右鞘辺上半部 L 4・2 W 3・8 写「4

. 3 セマルガムシ Coelostomastultum W ALKER 右鞠辺 L 5.0 W 3.5 写1-1

4 ホソサビキコリ Agりipnusfuliginosus(CANDEZE) 前胸背板 W 3・6 H 3.8 写ⅠⅠー4

5 バネカクシ科 STAPHYLINIDAE 前胸背板 W 0.6 H 0.8

6 クロモリヒラタゴミムシ ColpodesatricomesBATES 前胸背板片 W 1.8 H 3.1 写「8

7 バネカクシ科 STAPHYLINIDAE 右鞠廻. L 2.1 W 1. 写Ⅰト1

8 不明甲虫 COLEOPTERA 左・右鞠週 L 1.5 W 0.8

9 ゴミムシ科 HARPALIDAE 左右鞘辺上半部 L 3.4 W 2.1 写Il9

10 コガネムシ MimelasplendensGYLLENHAL 斡週片 L 6.3 W 5・4

ll コガネムシ MimelasplendensGYLLENHAL 腹部腹板 W 3.0 H I・6

12 サクラコガネ属 Anomalasp. 輪廻片 L 1.4 W 1.1

13 バネカクシ科 STAPHYLINIDAE 左鞘週 L 1.2 W 1.1

14 ゴミムシ科 HARPALIDAE 後胸腹板片 W 2.1 H 1.8

15 ヒメコガネ AnomalarufocupreaMOTSCHULSKY 前胸背板片 W 6.2 H 3・8

16 ヒメコガネ AnomalarufocupreaMOTSCHULSKY 後折節 L 2.0 W 0.4

. 17 ガムシ Hydrophilusacum natusMOTSCHULSKY 小楯板 L 4.0 W 4.0 写「2

18 ゴミムシ科 HARPALIDAE 腹板片 L 3.0 W 2.1

. 19 ガムシ HydrophilusacumkatusMOTSCHULSKY 輪廻片 L 5.0 W ・3

20 サクラコガネ属 Anomalasp. 輪廻片 L 2・3 W 1.2

21 ヒメヵンシヨコガネ ApogoniaamidaLEWIS 左鞠週 L 5.6 W ・3 写Iト7

22 サクラコガネ属 Anomalasp. 輪廻片 L 2・3 W 1.4

23 ハムシ科 CHRYSOMELIDAE 右鞠週 L 1.6 W 0.8

24 不明甲虫 COLEOPTERA 腿節 L 0.8 W O・2

. 25 ガムシ HydrophilusacuminatusMOTSCHULSKY 鞘廻片 L18.0 W12・0 写「3

26 不明甲虫 COLEOPTERA 鞘週片 L 2.0 W 1・0

27 ヒメコガネ Anomala rufocupreaM OTSCHULSKY 前胸背板片 W 2.0 H 1.4

28 コガネムシ MimelasplendensGYLLENHAL 中腿節 L 4・1 W 1・6 写n-i

. 29 セマルガムシ Coelostomastultum (WALKER 前胸背板片 W 2・4 H 1.5

30 バネカクシ科 STAPHYLINIDAE 前胸背板 W 1.2 H I・4 写Ⅰト2

○ 31 アオバアリガタバネカクシ Paedenusfuscipes(CURTIS) 右輪廻 L 1.2 W 0.8 写IIー3

32 テントウムシ科 COCCINELLIDAE 鞠廻片 L 2.4 W 2.0

○ 33 ヤマト上るクリゴミムシ Lachnoc吻isjaponicaBATES 前胸背板 W 4.1 H 3・2 写1-7

. 34 オオミズスマシ DineutusorientahsMODEER 前胸背板片 W 1・6 H 1・2 写Ⅰ-5

35 不明甲虫 COLEOPTERA 右鞘週 L 2.4 W 1.2

36 ヒメコガネ Anomalarufocupn MOTSCHULSKY 斡週片 L 0.7 W 0.5

37 コガネムシ MimelasplendensGYLLENHAL 前胸背板左半部 W 5.0 H 4.0 写II〝5

. 38 ヒメセマルガムシ Coelostomaorbiculare(FABRICIUS) 左鞘週 L 2.0 W 1・5

○ 39 トノクリゴミムシ属 Lachnoc吻issp. 第3 ・第4腹板 W 2.8 H 2.6

40 ヒメコガネ Anomala rufocupnaMOTSCHULSKY 腹板片 L 4.4 W 3.2

.水生昆虫○湿地性の歩行虫
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第3表昆虫化石の生態およびその生息環境

昆 虫 種 名 検出部位 形 態 的 特 徴 . 生 態 生 息 環 境

水

坐

ガムシ S 1 W 2 体長32~ 35mra 0 体全体が黒色で光沢があり、すべ 池沼や水田などにすみ、成虫は水草や藻
Hyd rop h lus acum inatus ての部位ががん丈にできていて、土中に埋没後も などの植物質を食べる。止水性の水生甲

M O T SC H U L SK Y 残存しやすい0 斡週は微細点刻を伴う4 点刻列を
有する。小楯板は大型の正三角形に近い二等辺三
角形である。

虫。

セマルガムシ W l P I 体長約5mm。黒色で輪廻および前胸背板上には小 平地の池沼.水田などにふつうに見られ、

Cod ostom a stultum 点刻を密布する0 翰廻会合部に沿い、後半に細い 夜電灯にも飛来する。水草や藻を食べる。

W A L K E R 条溝を有する0 止水性水生甲虫。

ヒメセマルガムシ W 1 体長3.5- 4・0mm。体はほぼ半球形。輪廻は密に点 前種同様、平地の池沼や水田などにすむ

Coelostom a orhicu lae. 刻される0 前種と似るが体全体が小型であること が少ない0 主にミズゴケを食べる0 止水

FA B R IC IU S と、点刻がより微細であることにより区別される0 性水性甲虫0

オオミズスマシ W l P I 体長 ~ 10mmo 背面は黒くて金属光沢を帯び、両 池やゆるやかな流れにすみ、水面に落下
D ineM tm on entahs 側縁平圧部は黄色0 上辺先端と外縁後部にそれぞ した小昆虫を捕食する。止水性甲虫0

M O D E E R れ一つずつ刺突起を有する。

也

-

表

性

-

ゴミムシ科 A 2 W 2 日本に約1200種の生息が知られている。今回発見 本来地表性の歩行虫であるが、樹上性の

H A R P A L ID A E T 1 されたゴミムシ科は、中～小型種に属する翰週 ものや洞穴性のものも含まれる0 地表性
片・頭部 .腹部腹板片である0 のゴミムシ科のなかにも乾燥した砂地を

好むものもいるが、山中遺跡産のゴミム
シ科は大部分湿地性種である0

トンクリゴミムシ属 A 1 ヤマ トトノクリゴミムシか上るクリゴミムシに分 ヤマトトソクリゴミムシおよびトノクリ
L achn ocrepis sp. 類される腹部腹板 (第3 ・第4腹板) であろう0 ゴミムシの両種とも湿地や水辺にすみ、

おそらく次種のヤマトトノクリゴミムシの節片と 鱗週目等の幼虫を捕食する。湿地性の歩
考えられる。 行虫。

ヤマ トトノクリゴミムシ P 1 体長11.5D1I内外。黒色で背面は光沢がある。体全 水田や池沼など水辺の湿地に見られる。

Lachn ocγ吻is japon ica 体が長く、前胸背板は下底に対して上底の長さの 成虫越冬し、ガなどの幼虫を食べる。湿

BA T E S 比が大きい台形であり、基部の陥凹は浅い0 地性の歩行虫。

クロモリヒラタゴミムシ P 1 体長12mm内外。黒色で斡廻はやや青みを帯びる0 平地から山地にかけての森林に生息し、

Colpodes atricom es B A T E S 前胸背板の幅2.4 - 2.8mm、高さ2.0~ 2 .3mm。 樹皮下や朽ち木などから発見される。雑

食性の地表性歩行虫。

バネカクシ科 P 2 W l 1 mm内外から3 cmに及ぶ多くの種類を含んでお 屍体などの腐肉や糞に集まるものが多
ST A P H Y L IN ID A E り、大部分は体が細長く、鞠週が短縮して先端が く、朽木 ・ゴミ・キノコ・腐植質中にも

切断状になり、前胸背板の大半が露出する。日本 見出される。食性も肉食、草食の両者が
に約800種が知られている。 いる0

アオバアリガタバネカクシ W 1 体長6・5~ 7 .0mm。頭 .中胸下・腹端2節が黒く、 平地の湿った草地に多く、成虫も幼虫も

Paeden us fuscipes 斡週は暗線～藍色に光るO ふつう地表面にすみ雑食性である0 主に

CU R T IS 他の虫を捕食する。成虫は1年中見られ

るが、冬は土中にもぐる0体液は有毒で、
皮膚につくと炎症をおこす。

食

植

性

サクラコガネ属 W 3 ヒメコガネやサクラコガネ . ドゥガネブイブイな サクラ.バラ・ノブドウなどの多くの落
A nom ala sp. どを含む食菓性昆虫群である。 菓性広葉樹の葉を食害する広食性の食葉

性昆虫である。

ヒメコガネ P 2 W l 体長13~ 16mmo 緑色 ・青藍色.黒色・赤褐色など マメ科の植物を中心に、ブドウ.クヌギ

A n om ala rufocup rea L I A 1 色彩に変化が多い0 など多くの草本ないし、落莫性広葉樹の

M O T SC H U L SK Y 葉を食べる0

コガネムシ W l L I 体長17~ 23mi。強い金属光沢を有する緑色の食菓 サクラやクヌギなどの落葉性広葉樹の葉

M im ela sp len den s A 1 P I 性昆虫0 輪廻には中点刻の縦列、前胸背板には側 を食べる。幼虫は土中の植物の根を食べ

G Y L L E N H A L 縁付近中央部に1～3個が縦に並ぶ小陥凹。 る0

ヒメカンシヨコガネ W 1 体長7 ~ 8 .5mmQ体全体が銅紫色の光沢を有する黒 イモ類をはじめ、草本 .樹葉など多くの
A pog onia am ida LE W IS 色0 輪廻は丸味を帯びやや不規則な粗大点刻列が

認められる。
葉を食害する食菓性昆虫。

ハムシ科 W 1 日本に約500種生息し、樹木や草木の葉を食するも 湿地や草原、および林縁などの草本や樹

C H R Y S O M E L ID A E のが多い。小型であるのと体全体が柔らかいこと

もあって遺跡中から発見されるハムシ科の分類は
困難である。

葉に集まる食菓性昆虫0

ホソサビキコリ P 1 体長16mm内外0背面は黒褐色で鱗毛におおわれる。 平地～山地の雑木林や草地の多種の葉上

A grypn us fuligin osus(C A N D E Z E ) 鱗毛は白.灰褐 ・褐色で不明瞭なまだらをなす。
前胸背板の中央に1対の横隆起がないことで近似
種と区別される。

に見られる。

食 テントウムシ科 W 1 ほとんどが半球形に近い小型から中型の甲虫。山 草本を中心とした葉上にいて、アブラム
肉

性
CO C C IN E L LD D A E 中遺跡からは、淡～暗褐色の小型のテントウムシ

科の鞠辺片が発見された。
シやカイガラムシなど他の虫を食べる。

所属不明および末分類の甲虫目 W 3 L I

総 計 40

(検出部位凡例)

W(Wings);輪廻H (Head);頭部T (Thorax);胸部
A (Abdomen) i腹部P (Pronotum) ;前胸背板S (Scutellum ;小楯板

L (Legs) ;腿腰節
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第4表珪藻分析結果

D l 2 D - 1

A ch n an th es infla ta K U T Z IN G 2

lin eari s W .S M IT H 4 1

C occon eis p lacen tu la E H R E N B E R G 1 2

va r, eug lyp ta (E H R .) C L E V E 7

Cym bella astern (E H R .) C L E V E 3

g racilis (E H R ・) K U T Z IN G 2

lep toceros E H R . G R U N O W 1

m in u ta R A B E N H O R S T 2 3

n aviculifo rm is A U E F R S W A L D 6

tu rg ida H A S S A L L 1

tu rg idu la G R U N O W 7
D ip lon eis ovalis (H IL SE ) C L E V E 1

E u no ha arcus E H R E N B E R G 2

flexuosa K U T Z IN G 7
lu n aris E H R G R U N O W 2

p ectina lis (K U T Z .) R A B E N H O R S T 2 12

va r. m in or (K U T Z .) R A B E N H O R S T 2

var. u n du lata R A L F S 2

p raerupta E H R E N B E R G 7

pseu dop ech na lis H U S T E D T 1

robusta R A L F S 13

F rustu lia rhom boides E H R . D e T O N Y 1
G om p h onem a ang ustatu m (K U T Z .) R A B E N H O R S T 1

augu r v ar. tu rn s (E H R .) L A N G E B E R T A L O T 1

clevei F R IC K E 7 1

g racile E H R E N B E R G 5
p arvu lum (K U T Z .) K U T Z IN G 3

H an tzschia am p h ioxys (E H R ・) G R U N O W 13

V ar・viva.ズ H A N T Z ・) G R U N O W 3

M elosira am big ua (G R U R .) O . M U L L E R 2

gra n ula ta (E H R .) R A L F S 1

sp .-A 1

N a vicu la am erican a E H R E N B E R G 1

elg in en sis (G R E G O R Y ) R A L F S 1 2

v ar. n eg lecta (K R A S S .) P A T R IC K 4

laevissim a K U T Z IN G 9

placen ta E H R ・G R U N O W 1

p up ula K U T Z IN G 4
N eid iu m bisu lcatum L A G E R S T E D T ) C L E V E 2.

iridis (E H R .) C L E V E 1 1

N itzsch ia obtusa W ・S M IT H 1 1

p arvu la L E V IS 2

P in n ula ria acrosp ha eria B R E B IS S O N 3

app en d icu lata (A G A R D H ) C L E V E 4

borea lis E H R E N B E R G 1

brevicosta ta C L E V E 3

divergens W ・S M IT H 1

g ibba E H R E N B E R G 1 5

hem ip tera (K U T Z ) C L E V E 7

in terrup ta W ・S M IT H 1

m ajor K U T Z IN G 1
m icrostau ron (E H R ・C L E V E 1 4

n od osa E H R E N B E R G 1

stom atop h ora G R U N O W 8

su bcap itata G R E G R O Y 6

viridis N IT Z . E H R E N B E R G 8

R h op a lodia gibberu la (E H R .) O . M U L L E R 9

S tau m n eis an ceps E H R E N B E R G 1

p h oen icen teron E H R E N B E R G 15

Syn ed ra va uch eriae K U T Z IN G 1

T O T A L 43 200
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2.弥生時代から古墳時代初頭の遺構

時期平成2年度調査の報告では赤塚次郎氏による「山中式」の詳細な検討が行われて

いる。山中遺跡に限定すれば一応の編年基準になるものと考えられるので、以下ではそれ

に準拠する。

SZ01は4段階、 SZ02は5段階、 SZ03は改修前が3段階または4段階、改修はそれ

以後に位置づけられ、これらは平成2年度調査で検出された前方後方形周溝墓S Z13より

は先行すると考えられる。

配置平成2年度調査で検出された方形周溝墓S Z10・11・12の周辺には近接する方形

周溝墓の検出はなく、ほぼ20m間隔での築造という「散在的様相」が窺える。それに対し、

それら3基の南東にあるSZ13では方形周溝墓と考えられる溝が近接して検出されている

し、また北東のH区でも近接して方形周溝墓が築造されている可能性がある。後者は「密

集的様相」といえる。そして、今回の調査例は後者の密集的様相に対応するといえる。

以上を散在域と密集域という対比でみると、散在域の外縁に密集域が展開し、密集域内

部で時期が下る一部の方形周溝墓について前方後方形への改修が行われるという図式を読

み取ることができる。

供献土器S Z03からは大形壺と小形壺の出土があった。このうち、小形壺はその形態

とともに製作技法がこれまで集落で出土したものと比べて異なっており、墳墓専用土器で

あることを示している。 (石黒立人)

祀.緋蝣*サ,



3.中世の遺構・遺物

変遷遺構の切りあい関係からは、おおきく3時期にわかれ、さらに3期は2小期に区

分できる。実年代との対比では、 1期: 12世紀代、 2期:13世紀中、 3a期:13世紀後半、

3b期: 14世紀代となり、 3期が遺構数・密集度とも他の時期を引き離している。特に、 3

期は溝が明確な配置をもって掘削されており、安定した設計をうかがうことができる。

構造ここでは3期について検討しよう。

3a期調査区の西部にある、 SD03のL字状の部分とそれに一致した軸線を有す

るSD05の南北方向部分が基準となって、西側に方形の空間が形成される(-区画1)。 S

D06はL字状に折れる溝で、南北部分はSD08-SD06下部-SD07というように拡張した

と考えられる(-区画2)。東西方向は、この段階ではクランクをつくらず、 SX05がSD

06の終息部であった可能性があるSD22はSX05東端にむかって南北に掘削されており、

西縁をSD10として、 SD06のつくる区画に対応する(-区画3)。 SD29はSD06の東西

方向に軸線を一致させて南に区画をつくっている(-区画4)。

上述の区画1と区画2 ・区画3の間は空間となって南北に伸びるが、南ではSD02にさ

えぎられる可能性もあり、区画1に平行するL字状の帯であることも考えられる(帯状区

1)。この点で、区画2がSD07の掘削により拡張され、そのために帯状空間が狭められて

いることは、この空間が流動的な性格を有していることを示すものと考える。

3b期SD05・SD06がクランク状に平行して掘削されるとともに、区画1をと

りまく帯状区1はSD07-10の埋め立てによって大きくつくりかえられ、一連のほぼ同じ

幅を有する帯状空間となる(帯状区2)。

SD23はSD05と軸線を-致させて掘削され、以北を一つの区画にまとめている(区画

5)。 SD24はSD23に平行するが、西では鈍角に折れ、 SD16-SD21の軸線に一致させ

ているSD23とSD24とがつくる帯状空間はそのままSD05とSD16-21とがつくる空

間につながっている。

これまでの調査で南に建物群が検出されていること、区画1が墓域である可能性が極め

て高いことから、区画2は屋敷地北東縁であると考えられる。したがって、帯状区2は墓

域に至るとともに、外へと抜け出るための通路でもあったと考える。そして区画5につい

ては、平行する溝群がいずれも浅いこと、底部にさらに溝が掘られていることから、畝間

の溝であった可能性を考えたい。 (石黒立人)
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Ⅵ.まとめ

1.弥生時代前期

包含層が当地区まで及んでいることを確認した。

2.弥生時代後期から古墳時代初頭

方形周溝墓は、当地区では密集域を形成し、しかも前方後方形につくり替えられたもの

が含まれていることを確認した。

3.古墳時代後期

6世紀代に属す円墳周溝の残欠が検出されたことは、おそらく円墳の群在する可能性を

示唆する。

4.古代

今回も遺構の遺存状態は悪い。

5.中世

屋敷地の区画と墓域の存在を確認するとともに、変遷過程の一端をかいまみた。

6.地質学的には、遺跡基盤を構成する砂層の分析により、山中遺跡周辺に海退期の浜堤

が存在する可能性が高くなったことがあげられる。また、遺跡地下より縄文時代後・晩期

の境界時期付近に降灰した松河戸火山灰を発見した。

7.昆虫および珪藻化石の分析により、縄文時代後・晩期境界時期付近の山中遺跡周辺の

古環境は、水深の浅い池沼が点在する湿地帯のような状況であったことが判明した。

(石黒立人)



付表
山中遺跡遺構番号対照表I I Y91

新 番 日 番 規 模 (cm )

長 径 短 径 底 面 標 高

(最 偲 面 )

S A 01 *

S K 0 1 S K 06 9 0 60 44 6

S K 02 S K 07 13 0 30 45 4

S K 03 S K 09 43 0 160 3 76

S K 04 S K 03 - 25 0 44 4

S K 05 * 9 5 50 46 8

S K 06 S K 04 45 46 2

S K 07 S K 08 9 0 80 4 19

S K 08 S K 01 7 5 70 48 0

S K 09 * 11 3 49 48 0

S E 0 1 ◎ 9 5 80 -

S X 0 1 S K ll ー5 1 0 45 6

S X 02 S D 32 80 43 8

S X 03 * 3 1 0 75 46 5

S X 04 S D 30

S X 05 * - 3 1 0 140 44 0

S Z 0 1 ◎ 1 ,2 9 0 4 73

S Z 02 ◎ 1 10 0 48 1

S Z 03 ◎ - 16 0 0 8 70 46 9

S Z 04 S Z 10 1 13 00 13 00 48 6

溝 の 底 面 標 高 (cm

最 深 景 高

S D 0 1 S D 3 1 4 4 1 4 53

S D 0 2 S D 1G 4 3 4 4 39

S D 0 3 S D 0 9, S D 10 4 0 1 4 39

S D 0 4 S D 2 7 4 33 4 37

S D 0 5 S D 0 2, S D 04 4 34 4 80

S D 0 6 S D 0 1 4 18 4 53

S D 0 7 S D 0 8 4 34 4 48

S D 0 8 S D 0 7 4 33 4 39

S D 0 9 S D 13, S D H 4 35 4 56

S D 10 S D 2 0 4 27 4 38

S D H * 4 69 4 88

S D 12 S D 2 4 4 49 4 54

S D 13 * - 4 55

S D 14 * 4 54 4 57

S D 15 * 4 50 4 55

S D 16 * 4 70 4 71

S D 17 S D 2 1 4 72 4 73

S D 18 S D 2 2 4 74 4 75

S D 19 S D 2 3 4 71 4 73

S D 2 0 S D 2 4 4 71 4 77

S D 2 1 S D 2 5 4 70 4 77

S D 2 2 S D 0 5 4 70 4 75

S D 2 3 S D 12 4 74 48 6

S D 2 4 S D 17 4 63 48 0

S D 2 5 S D 19 4 70 4 77

S D 2 6 S D 3 7 4 71 48 3

S D 2 7 S D 3 6 4 70 4 79

S D 2 8 S D 3 5 4 71 48 4

S D 2 9 S D 0 3 4 77 49 8

S D 3 0 * 4 55 48 2

S D 3 1 S D 3 4 4 64 4 70

S D 3 2 48 0 49 8

番 号 登 録 番 号 舵 (cm 横 cm 重 さ ( g ) 出 土 遺 構

12 1 9 1 - E - 09 7 3 2 .5 15 .7 S D 05

14 6 9 1 - E - 09 8 2 ・5 2 ll S D 29

14 7 9 1 - E - 09 9 2 3 6 .4 S D 29

15 5 9 1 - E - 10 4 2 .5 3 1 2 .4 包含層

15 6 9 1 - E - 14 3 2 -5 3 9 .8 包含層

15 7 9 1 - E - 15 0 2 ・5 2・5 9・8 包含 層

15 8 9 1〝 E - 13 8 2 ・5 2 .5 9・3 包含 層

15 9 9 1 - E - 13 9 2 ・5 3 .5 1 1・9 包含 層

16 0 9 1 - E - 14 2 2 3 7 .9 包含 層

16 1 9 1 - E ー 14 0 2 2 .5 6 ・5 包含 層

16 2 9 1 - E ー 14 1 2 3 8 .5 包含 層

16 3 9 1 - E ー 14 6 3 3 .5 12 ・5 包含 層

16 4 9 1 - E - 14 4 5 .5 6 .5 4 7 .1 包含層

16 5 9 1 - E - 14 5 2 ・5 3 .5 12 .7 包含層

山中遺跡金属器一覧

番号 登録番号 種別 重さ(g) 出土遺構 備考
38 91-M-1
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山中遺跡土器一覧

番号 登 録 番 号 種 別 口径 cm 胴径 cm 底径 cm 高 さ cm 出 土 遺 構 備 考

1 91- E - 174 壷底部 包含層 二枚貝条痕

2 91- E - 168 壷休部 包含層 二枚貝条痕

3 91- E - 131 壷休部 S Z 01 ヵゴ目痕

4 91- E - 125 高林杯部 22 .5 S Z 01 自褐色

5 91- E - 112 高杯脚部 14 S Z 01 乳桃色

6 91- E - 114 餐脚台 7 S Z 01 乳褐色

7 91- E ー121 餐 17 S Z 01 口、胴2片 褐色

8 91- E - 124 S 字喪 15 S Z 01 淡茶褐色 風化

9 91- E - 123 鉢 0r 高杯 口縁 7 S Z 02 平行沈線 (半竹) 淡茶褐色

10 91- E - 128 高杯林部 S Z 02 4 と同一個体 ?

ll 91- E - 127 高杯杯部 S Z 02 乳茶褐色

12 91- E - 122 器台 14 ・5 S Z 02 乳褐色

13 91- E - 129 高杯脚 S Z 02 杯部 円形透孔以下欠損 自褐色

14 91- E - 132 小形鉢 S Z 02 榎褐色

15 91- E - 133 小形鉢 S Z 02 14 と同一個体 ?

16 91- E ー115 台付壷 ? 13.5 S Z 02 乳褐色

17 91- E - 126 脚 10 .5 S Z 02 乳褐色

18 91ーE - 118 婆 24 S Z 02 パケメ刻み 淡茶褐色

19 91- E - 117 婆 18 ・5 S Z 02 パケメ刻み 茶褐色

20 91- E - 116 S 字聾 12 S Z 02 8 と同一個体 ?

21 91- E - 113 高杯林部 24 ・5 S Z 03 乳褐色

22 91- E - 152 高林林部 27 .5 S Z 03 乳茶褐色

23 91- E ー155 器 台 13 S Z 03 乳鐙色 口縁端部擬凹線

24 91ーE 〝165 .=lゴー璽 15 35.5 9 .5 38.5 S Z 03 カゴ日痕 乳茶褐色

25 91- E - 163 =1二号E 7 .5 14 S Z 03 榎褐色

26 91- E - 166 一女写E 12.5 S Z 03 程褐色

27 91- E ー130 i互E 13 S Z 03 程褐色

28 91- E - 164 .=ヒ竺E 14.5 S Z 03 榎褐色

29 91- E - 156 士̂K S Z 03 赤彩

30 91- E - 158 高杯林部 S Z 03 乳褐色

31 91- E - 159 高杯杯部 S Z 03 乳褐色

32 91- E - 160 高林脚部 15 .5 S Z 03 被熟異変 剥落

33 91- E - 161 台付壷 ? 脚部 10 S Z 03 榎桃色 風化

34 91- E - 157 高林脚部 S Z 03 スス付着 黒変

35 91- E - 154 高林脚部 12 ・5 S Z 03 自褐色

36 91- E - 153 塗 12 ・5 S Z 03 パケメ刻み 茶褐色

37 91- E 】119 須恵器蓋 S Z 04 青灰色

39 9 1- E - 111 小形鉢 8.5 S D 01 S Z 02か ら流入 榎褐色

40 9 1- E - 096 灰粕陶器椀 7 .5 S D 01

41 9 1- E - 109 灰粕陶器皿 13 S D 01

42 91ー E ー095 灰粕陶器椀 17 8 ・5 4.5 S D 01

43 91- E - 102 灰粕陶器 5 .5 S D 01

44 91- E - 103 須恵器椀 6 S D 01 糸切 り底

45 91- E - 101 須恵器盤 17 8 .5 3 S D 01

46 91- E 】162 須恵器壷 22・5 13 S D 01

47 91- E - 110 土師器聾 17 S D 01

48 91- E - 004 灰軸系陶器小椀 5 S E 01

49 91- E - 001 灰軸系陶器小皿 8 ・5 4 ・5 2・5 S E 01

50 91- E - 003 灰軸系陶器椀 8 S E 01 高台にモミ痕 砂粒含む

51 91- E - 002 灰軸系陶器椀 17 8 .5 5.5 S E 01 高台にモ ミ痕 砂粒含む

52 91- E - 022 土師器鍋 S E 01

53 91- E - 023 土師器鍋 S E 01

54 91- E - 057 灰軸系陶器小皿 8 4 .5 2 S K 02

55 91- E - 058 灰粕系陶器椀 6 S K 03 無高台 礫含む

56 91- E - 059 灰軸系陶器椀 5 S K 03 均質 高台にモミ痕

57 91- E - 056 系軸系陶器椀 15 6 ・5 5 S K 03 均質 高台にモミ痕

58 91- E - 070 灰軸系陶器椀 ll 5 2・5 S K 07

59 91- E - 071 白磁 14 .5 S K 07

60 91- E - 052 須恵器杯 8 ・5 S K 04

61 91〝 E - 061 灰粕陶器皿 ll 6 2.5 S K 04

62 91- E ー054 灰軸系陶器小椀 ll 5 .5 3.5 S K 04

63 91- E - 037 灰軸系陶器小椀 5 .5 S K 04

64 91ー E - 038 灰軸系陶器椀 7 S K 04

65 91- E - 043 灰軸系陶器椀 17 ・5 S K 04 スス付着

66 91- E - 050 灰軸系陶器椀 6 .5 S K 04 スス付着

67 91- E - 060 灰軸系陶器椀 7 S K 04

68 91- E - 063 灰軸系陶器椀 7 .5 S K 04

69 91- E - 064 灰軸系陶器椀 7 S K 04

70 91- E - 051 灰軸系陶器椀 15 .5 6 6 S K 04

71 91- E - 065 灰軸系陶器椀 6 .5 S K 04

72 91- E - 053 灰軸系陶器椀 7 S K 04 と

73 91- E - 036 灰粕系陶器椀 8 S K 04

74 91- E - 055 灰軸系陶器椀 16 .5 S K 04 スス付着

75 91- E - 035 灰軸系陶器椀 8 .5 S K 04 内面炭化物付着

76 91- E - 039 灰軸系陶器椀 6 S K 04

77 91- E - 040 灰軸系陶器椀 7 S K 04

78 91ー E - 075 灰軸系陶器小椀 - 5 .5 S K 04

79 91- E - 074 土師器皿 S K 04 ロクロ

80 91- E - 069 土師器皿 4 S K 04 ロクロ 糸切 り底

w



番号 登 録 番 号 種 別 口径 cm 胴径 cm 底径 cm 高さ cm 出 土 遺 構 備 考

81 91- E - 062 土師器皿 ll 6 3 S K 04 ロクロ 糸切 り底

82 91- E ー 032 土師器皿 ll 5 3 S K 04 ロクロ 糸切 り底

83 91- E - 049 土師器皿 8 .5 S K 04

84 91- E - 077 土師器皿 8 S K 04 ロクロ

85 91- E - 046 土師器皿 9 S K 04 ロクロ

86 91- E - Oi 土師器皿 ll S K 04 ロクロ

87 91- E - 033 土師器皿 5 S K 04 ロクロ 糸切 り底

88 91- E - 045 土師器皿 6 S K 04 ロクロ 糸切 り底

89 91- E - 066 土師器皿 5 S K 04 ロクロ 糸切 り底

90 91- E - 048 土師器皿 5 S K 04 ロクロ 糸切 り底

91 91- E - 073 土師器皿 S K 04 ロクロ 糸切 り底

92 91- E - 044 土師器皿 S K 04 ロクロ

93 91- E - 076 土師器皿 7〝5 S K 04 ロクロ 糸切 り底

94 91- E - 047 土師器皿 7・5 S K 04 ロクロ 糸切 り底

95 91- E - 041 土師器椀 ? 7 S K 04 ロクロ

96 91- E l 067 S K 04

97 91- E - 034 常滑 26 .5 S K 04

98 91- E - 072 土師器鍋 18 S K 04

99 91- E - 042 土師器鍋 18 .5 S K 04

100 91- E - 078 土師器羽釜 S K 04

101 91- E - 108 灰軸系陶器椀 15.5 S D 02 均質

102 91- E - 107 灰軸系陶器椀 3 S D 02 均質

103 91- E - 026 灰軸系陶器椀 15 .5 7 5 S D 03

104 9 1- E ー028 l*∃互 10 S D 03

105 91- E - 025 灰軸系陶器椀 12 .5 4 3.5 S D 03 均質

106 91- E 一027 灰軸系陶器椀 5 S D 03 均質

107 91- E 一024 灰軸系陶器椀 10 .5 4 2.4 S D 03 均質

108 91- E - Oi 灰粕陶器椀 7 .5 S D 05

109 91- E - Oi 灰粕陶器段皿 13 S D 05

110 91ー E - 0, 灰粕陶器椀 6 .5 S D 05

111 91- E ー090 灰軸系陶器中桟 9 5 .5 2・5 S D OS

112 91- E ー089 灰軸系陶器椀 6 .5 S D 05

113 91- E - 093 土師器皿 10 .h 6 2 S D 05 ロクロ 糸切 り底

114 91- E - Oi 灰軸系陶器椀 6 .5 S D 05 高台にモミ痕

115 91- K - 01 灰軸系陶器椀 4 S D 05 均質 高台にモ ミ痕

116 91ー E - 091 灰軸系陶器椀 6 S D OS 高台にモ ミ痕

117 91- E - Oi 灰軸系陶器椀 7 ・5 S D 05 高台にモ ミ痕

118 91- E - 092 白磁椀 S D 05

119 9 1- E - 094 s en 4 S D 05 大窯 16世紀前半

120 9 1- E ー100 天目茶碗 S D 05 大窯 16世紀前半

122 9 1- E - 079 灰軸系陶器椀 6 S D Ofi 高台にモ ミ痕 内面にスス付着

123 9 1- E - Oi 灰軸系陶器椀 6 ・5 S D Ofi

124 9 1- E - 082 土師器皿 6 ・5 S D 07 ロクロ 糸切 り底

125 91- E - 081 土師器 5 S D 07

126 91- E - 007 須恵器杯 5 S D 09

127 91- E - 005 灰粕陶器椀 7 S D 09

128 91ー E - 016 灰粕陶器段皿 6 S D 09

129 91- E - 014 灰粕陶器皿 6 S D 09

130 91- E - 017 灰軸系陶器小皿 4.5 S D 09

131 91- E - 015 灰軸系陶器小皿 4 S D 09

132 91- E - 018 灰軸系陶器椀 15 S D 09 均質

133 91- E - Ol 灰軸系陶器椀 9 S D 09

134 91- E - 006 灰軸系陶器椀 6.5 S D 09 高台にモ ミ痕

135 91- E ー 009 灰軸系陶器椀 10・5 S D 09

136 91- E - 012 灰軸系陶器椀 7 S D 09 高台にモ ミ痕

137 91- E ー 010 灰軸系陶器椀 15 6・5 5 .5 S D 09 高台にモ ミ痕

138 91- E - Oil 灰軸系陶器椀 15 7 5 〝5 S D 09 高台にモ ミ痕

139 91- E - 013 灰軸系陶器椀 5.5 S D 09 高台剥落

140 91- E 一 151 灰軸系陶器椀 27.5 37 17 36 S D 09

141 91- E - 019 土師器婆 S D 09

142 91- E ー 020 土師器皿 9 S D 09 ロクロ 糸切 り底

143 91ー E ー 021 土師器鍋 S D 09

144 91- E - 105 灰軸系陶器椀 17 一6 〝5 .5 S D lfl

145 91- E - 106 須恵器椀 12 4 .5 4 S D 17

148 91- E - 148 壷口緑 包含層 灰褐色

149 91- E - 134 士盟 15 3 .5 包含層 乳褐色

150 91ー E - 147 高林杯部 包含層

151 91- E - 135 婆 17.5 包含層 風化

152 91- E ー 136 婆 19 包含層 乳褐色 やや風化

153 91- E - 149 土師器餐 包含層 褐色

154 91- E - 137 灰粕陶器皿 12 ・5 6 ・5 包含層

166 91- E - 170 =土二
重 養S Z 03主体部1

167 91- E - 171 士竺E S Z 03主体部1

168 91- E - 173 須恵器 包含層

169 91- E - 169 .=lごX」 包含層
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付論

弥生時代墳墓の土器、あるいは<まつり>の土器

-後期を中心として-

Ⅰ

これまで、<まつり>は「祭祀的」という用語によってくくられてきた。だが、 「祭祀的」とは一体

どのような事態を指すのであろうか。

現状において「祭祀的」という概念は、いわばブラックボックスであって、われわれが分類を行う

にあたって、対象化できないものを貯蔵する場所となっている。一旦「祭祀的」とされてしまえば、

それは分析の対象とされることもなく、閉じ込められてしまう(1)

「祭祀的」とは、具体的な事態の想定なくして、イメージ化は不可能である。しかし、 「祭祀的」と

してくくられたものの多くは遺物であり、しかも廃棄されたものがほとんどである。その「廃棄」現

象のなかに祭祀を読み取ることは、きわめて至難である。

「祭祀的」遺物は、 「特殊である」といわれる遺物が往々にして「祭祀的」と形容されることによっ

て生まれる。だが、同じ「特殊である」といわれても、それが遺構であれば、 「祭祀的」といわれるこ

とは少ない。 「祭祀的」とは、 「物(モノ)」の属性であって、構築物には伴わないのであろうか(2)。

現代のわれわれにとって、異文化が特殊であるのと同様に、過去の文化も特殊である。したがって、

われわれに属すもの以外はすべてが特殊となるであろう。 しかしだからといって、われわれはそれら

に対して「祭祀的である」と形容することはない。祭祀的であるか否かは、われわれと対象物との関

係ではないからだ。

「祭祀的」であると言う以上は、 「祭祀」自体が分析の対象にならなければならない。それは人間活

動であり、事物(遺構・遺物)はその一部を構成するに過ぎない。そして、考古学が対象にするもの

は、事物を経由しての人間活動であるはずだ。廃棄自体をもし「祭祀的」と言うのであれば、他の廃

棄との区別をどのようにしてつけるのか、を明らかにしなければならない。つまるところ、それは事

物に関係する<時>と<場所>の問題ということになろう。

Ⅱ

<まつり>の場面には、人の身ひとつでの身体動作と、道具を用いての身体動作との二つが考えら

れる。前者は考古学的に接近するのは難しいが、後者は遺物として残れば対象化できる。

集落内での活動は普通<日常的>という性格づけが行われる。それに対して墓域での活動は<非日

常的>といわれる。だが、<祭り>は生活域で行われても<非日常的>なものである。



<日常的><非日常的>という区分は時間的な基準による場合と、空間的な基準による場合の二つが

考えられるのであり、上述の事態はそれによって区分されねばならない(3)。そこで、遺物について<日

常的>か<非日常的>かを判断しようとする場合、集落内での遺物のあり方についてそうした説明を

することはほとんど不可能である。われわれにできるのは、用途の明確なものを<日常的>とし、不

明確なものを<非日常的>とするぐらいのことである。そしてこの<非日常的>とされるものが、一

般的に「祭祀的」とされてきた経緯がある。

このように、生活域の資料について日常的要素と非日常的要素を区分することは困難だが、墓域に

おいてはどうであろうか。墓=非日常的としてしまえば、すべて非日常的要素となるが、出土遺物の

多くは生活域出土のものと区別がつかない。二次的な加工が遺物に施してあれば、しかもそれが生活

域で考えられる用途あるいは機能を損なうものなら、日常的要素に共通しないということで<非日常

的>ということもできる。しかし、それは生活域における<日常性>を変形して<非日常性>に転化

させたものに過ぎないのであり、<非日常性>固有でない(4)。

Ⅲ

伊勢湾周辺地方の弥生時代墳墓は、方形周溝墓の場合、凹線紋系土器出現期(中期4)以後には周

溝内から多量の土器が出土するようになる。それ以前には土器を全く伴わないか、あっても壺を中心

として2、 3個体が普通であったのが、ほとんどの方形周溝墓から土器が出土するようになるだけで

なく、多いときには壺・高杯・器台・鉢・甕などが何十個体も出土することもある。このような凹線

紋系土器出現期以後の様相は、単純化して言えば方形周溝墓と土器とのつながりが緊密になったこと

を示している(5)。

土器の多くは破片で出土するが、完全なかたちで出土するものもある。凹線紋系土器期には多量の

土器群が周溝内から破片となって出土することが多く、そのすべてを墳丘上に置かれたものが墳丘の

崩落にともなって転落したと観るには困難が伴うが、それ以後には完形品が多くなることから、墳丘

上に置かれたという観かたは妥当であると考える。現状では墳丘上にどのように置かれていたのか知

ることができないとはいえ、出土地点が一点に限定されないことを見れば複数の地点に置かれていた

麗層瀞,
SZ19

と考えられる。

これら周溝内から出土する土器には「供献土器」

という名称が与えられている。だが、 「供献土器」と

されても、土器そのものが供献されたのか土器の内

容物が供献されたのかについて述べたことにはなら

ない。破砕されたとする場合も、 「歌舞飲食」後に廃

棄されたというのであるが、食器ばかりが出土する

ことはないから、妥当性は低いだろう(6)。

土器は日常生活の重要な器物である。食事の準備

の煮炊きに使う器、食べ物を盛り付ける器、食糧の

貯蔵、動産の貯蓄など、用途は多様である。だから、



日常生活に用いられたのと同じ土器が

方形周溝墓から出土したなら、土器群

としては同じ形態であることになる。

それでも性格が日常的ではないという

のであれば、 「墓からの出土」という一

点が区分の基準となる。

居住域と墓域は、環濠集落では濠に

よって分離されることがある。だが実

際は、それは単なる外観であって、環

濠が機能していなければ分離するもの

は何もない。弥生時代には居住域と墓

域を分け隔てる構築物は存在しないの

だから、生活用具としての土器と墓の

土器を区分しようとするなら、それは

土器に即して検討しなければならない

ことになる07)。

千
%十三r

Ⅳ

伊勢湾地方の弥生時代墳墓には、出土土器に焼成前穿孔の行われたものがある。山中式期では、三

重県津市高松遺跡や同大ケ瀬遺跡で検出された墳墓出土の高杯杯底部中央に穿孔が施されていた。ま

た、愛知県一宮市蕪池遺跡や春日井市勝川遺跡S Z19出土土器では、焼成前穿孔が底部に施された長

頸壺が含まれている。欠山式期では愛知県大口町仁所野遺跡の方形周溝墓から焼成前穿孔の施された

高杯が出土している。弥生時代中期に

は、一部壺などの下胴部に焼成後穿孔

されたものはあったが、焼成前穿孔さ

れたものはほとんどなかったから、こ

れは新しい様相である。

上記のような焼成前穿孔土器ととも

に出土する特徴的な土器として、高杯

脚部とは異なる作りでやや大形の器台

Aがある。器台Aは、以前の凹線紋系

土器出現・展開という新しい土器体系

の中でもほとんど皆無に等しかったも

ので、それが山中式期になってにわか

に目だつようになる。

器台Aは、高杯の製作技法上の流れ

園im

幸三=≡v
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SZ160北周溝(63B区)
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に含まれず独自な器種としてあり、山中式期中ごろ以降に普及する高杯脚部相

同形(-器台B)とは異なる。朝日遺跡、名古屋市高蔵遺跡例については口縁

部の特徴に共通性があり、同一系譜に置くことができる。ただ、例数の著しく

少ないことは否めないのであり、なお検討の余地を残している。

蕪池遺跡では、方形周溝墓から出土したかどうか明確ではないものの、焼成

前穿孔の壺3個体と器台A2個体が出土している。勝川遺跡では、 SZ19から

焼成前穿孔壷と器台Aが3セット出土している。勝川遺跡の器台は脚部がやや

低いものの、壺と器台の製作技法が共通していること、脚台部が他では認めら

れない形態をしていることが注目される。

多数の方形周溝墓が検出された朝日遺跡では、これまでのところ底部焼成前

穿孔長頸壺は出土していない。だが、器台Aは出土している。やや古手の1点

は北居住域2条環濠間の盛土下部から出土している。他には方形周溝墓S Z160からの出土例がある。

しかし、現状で居住域出土例の有無ははっきりしていない。

高蔵遺跡ではSD04からやや小形化傾向のうかがえる器台Aが出土している。焼成前穿孔は施され

ていないが、組み合わせ可能と考えられる長頸壺は出土している。

以上を整理する。

焼成前穿孔土器。これには長頸壺と高杯がある。そして、長頸壺は器台Aと組み合わさる場合以外

の出土例は朝日遺跡以外で知られていない。長頸壺と器台Aの関係は勝川遺跡例を参考にするなら、

製作時にすでに組み合せが決定されていたということになろう。

つまり、

① 「焼成前穿孔長頸壺+器台A (のみ、かあるいはそれら+その他の土器)]

② [器台A (のみ、かあるいは器台A+焼成前穿孔土器以外の土器)]

③ [焼成前穿孔高杯+その他の土器]

の3類型が設定できる。

上記3類型は、時間的には①が古く②と③が並行して、 ③が後まで残るという変遷図式を描くこと

ができる(8)

Ⅴ

山中式期に、上記3類型が出現する。これは集落遺跡で確認されていない。したがって、現状では

土器の<墳墓的様相>ということができる。

しかし、それは様式的な安定性を獲得することなく、通常タイプの器台Bや長頸壺の普及、台付長

頸壺の出現あるいは、器台Bと受口状口縁系浅鉢などの組み合せに変化して無規定的な様相を見せる

ようになる。

欠山式期にも上記③は存在するが、限定されている。やはり、広域化するだけの基盤が成立してい

なかったということか。

墳墓用にのみ製作される土器は、上記3類型以外にも山中遺跡SZ03小形壺に見るように、粗雑さ



を特徴とする土器として欠山式期の初相には出現している。 「粗雑さ」は、集落出土土器との形態・製

作技法上の共通性をほとんどもたないのであり、その「粗雑さ」がく非日常性)を示しているように

思われる。

墳墓出土土器の独自性の発現は、伊勢湾地方について見る限り、山中式期への移行と同時である(あ

るいは山中式期の指標の一つがそれである(9)¥しかし、その初期墳墓的様相である①は安定して継承

されることなく、 ②③と展開する多様化の中に埋没する。これに代わって新たに浮上するのが、精粗

の2相であり、一方の精を代表するのがパレス式広口壺である(10)。

(石黒立人)

註

(1)ここで「祭祀的」という意味を辞書的に

規定しても、それによって得るところはほ

とんどないであろう。ブラックボックスで

あるということは、意味が他律的であるこ

とを含意するのであり、自律的な規定を志

向している本稿ではそれこそ無意味とな

る。

(2) 「廃棄土坑」という用語があるが、これは

意味的には不適切である。 「廃棄された土

坑」であるのか、 「廃棄物を埋めるための土

坑」であるのか、など十分に規定できてい

ない。類語的である「祭祀土坑」という用

語も同様に不適切である。

「祭祀」と「土坑」との関係が十分に整理

説明されることなく、特定遺構の性格規定

にまで踏み込んでいることがままみられ

る。

「祭祀土坑」という名称では、 「祭祀が行

なわれた土坑」であるのか、 「祭祀に使われ

た土坑」であるのかがはっきりしないし、

後者の場合でも多くの遺物は廃棄されたも

のであるから、 「廃棄」- 「祭祀」という図

式化を生じる余地さえ内包してしまうこと

になる。検討課題である。

(3)エドマント・リーチ(青木保、宮坂敬造

訳) 『文化とコミュニケーション』紀伊国屋

書店1981、参照。

(4)<日常性>と<非日常性>は、二項的に

明示的に対立するものでもなく、両者は同

一事態の二面であることが多い。つまり、

限定された意味空間において限定された意

味を付与される原因または結果としての

<日常性>と<非日常性>であるにすぎな

いのであり、意味空間から切り離されても

なお、ことさら<非日常性>固有を問題に

するとすれば、それは人間活動のダイナ

ミックスを軽視することになるといえる。

我々は<日常性><非日常性>を成り立たせ

ている意味空間そのものの把握に向かわね

ばならない。

(5)生活レベルの意味空間に属していた土器

が、非生活レベルの意味空間に取り込まれ

ていった事態を示しているのであろう。

(6) 「破砕された」というような人為性を観る

ことは、実際問題として困難である。恐ら

くどんなにこまかく出土状態を分析したと

ころで、「歌舞飲食」の場を確定しない限り、

「破砕された」というだけの根拠を得るこ

とは不可能である。そもそも「歌舞飲食」

の場が把握できないのだから、画餅と言わ

ざるを得ない。

(7)非生活空間に取り込まれた土器が、両義

性を喪失して非生活空間に固着され、その

結果生活空間との異質性を顕わすようにな

る段階をもって、 「祭祀土器の成立」と言う

ことができる。

この「祭祀土器の成立」を問うことが、

本稿の主題の一つでもある。

(8) ①②③を時間的に位置づけるなら、本文

のようになるが、空間的に位置づけること



ができるのであれば、土器に表わされた秩

序をそこに読み取ることもできるだろう。

つまり、方形周溝墓制が、特に後期にあっ

ては一遺跡(集団)内で完結することなく、

地域社会として広域性のなかに秩序化され

ているかもしれないのである。

(9) 一器種の出現で画期を区切るか、複数器

種の出現で画期を区切るのかという点にも

関係するが、これは量の問題ではない。広

域性の問題、つまり、外的契機の重大きが

どこにあるのかといった問題である。この

意味で、器台の表面化は外的契機の最たる

ものであり、中期末以来の方向性をより明

確に表わしたものと言える。

(10)いわゆる「欠山式」の成立に対応すると

考えている。
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図版3

1暗灰色シルト5褐灰色砂質シルト
2暗灰色砂質シルト
3褐灰色シルト
4暗灰色シルト

6褐灰色シルト質砂
7灰褐色細粒砂
8暗灰色シルトブロック含む

500cm

1黒褐色シルト～細粒砂
2浅黄色火山灰質シルト
3褐灰色砂質シルト
4灰褐色シルト質砂
5褐灰色細粒砂
6黄褐灰色細粒砂
7黄灰色シルト質砂

1暗灰褐色細粒砂
2黄褐色細粒砂
3黄褐色砂シルト
4黄灰色細粒砂
5暗灰色シルト
6灰色砂シルト
7黄灰色細粒砂
8黄灰色細～中粒砂
9黄灰色中粒砂
10黄灰色細粒砂
11黄灰色中粒砂

1暗灰褐色細粒砂
2灰褐色砂シルト
3黄灰褐色細粒砂
4黄灰褐色砂シルト

1時灰褐色砂質シルト
2暗灰色シルト
3黄灰褐色細粒砂

500cm

1黄褐色細粒砂ブロックを含む
暗灰色シルト

2暗灰色シルト
3浅黄色火山灰貿シルト
4黒褐色砂質シルト
5灰褐色シルト質砂
6黄褐色中粒砂
7灰褐色細粒砂

8黄褐色細～中粒砂
500cm q褐灰色細粒砂

10黄褐色細粒砂
11黄褐色中粒砂
12黄褐色中粒砂ブロックを含む
灰褐色シルト

13暗褐灰色シルト

(1 :40) 1黄褐色中粒砂
2褐灰色砂質シルト
3黒褐色シルト～細粒砂
4浅黄色火山灰質シルト
5灰褐色砂質シルト

6灰褐色シルト質砂
7褐灰色砂貿シルト
8灰褐色細粒砂
9灰褐色細～中粒砂
10黒褐色シルト

1
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図版5

1褐灰色シルト
2褐灰色砂質シルト
3褐灰色シルト
4褐灰色シルト質砂
5褐色砂シルト

6褐灰色シルト
7灰色シルト
8暗青灰色粘質土
9砂ラミナをはさむ暗灰色シルト
10砂を含む暗灰色シルト
11シルトを含む灰色中粒砂
12シルトを含む灰色中粗砂
13炭化物混じり灰褐色シルト

1腐植物混じり灰色シルト

500cm 2灰色シルト
3淡灰色シルト
4灰色シルト(2より濃い)
5炭質物混じり灰色シルト

6炭質物混じり淡灰色シルト
7淡灰色砂混じりシルト
8灰色粘土質シルト
9灰色粘土
10灰色砂混じりシルト
11褐灰色砂混じりシルト
12腐植物混じり褐灰色シルト
13腐植物混じり褐灰色砂シルト
14腐植物混じり褐灰色シルト質砂
15褐灰色シルト混じり砂
16褐灰色砂混じりシルト

1淡灰色砂質シルト
2暗灰色砂質シルト
3暗灰色シルト

5暗灰色砂混じりシルト
5暗灰色細粒砂

SD05

1黄灰褐色細粒砂

2黄灰褐色細-中粒砂(シルトブロック)
3灰褐色シルト

4灰褐色シルト(3より褐色強い)
5砂粒を含む黄灰褐色シルト
6褐灰色シルト
7青灰色シルト
8灰褐色砂シルト
9青灰色細粒砂

SD05

SD09

10黄褐灰色シルト
11黄灰褐色シルト

12黄灰褐色砂シルト
13褐灰色シルト
14時黒褐色シルト
15褐灰色細粒砂
16灰褐色細粒砂
17灰褐色シルト質細粒砂
18炭質物を含む褐灰色シルト
19灰褐色シルト
20褐色細粒砂シルト含む

21細粒砂ラミナのある灰褐色シルト
22褐灰色シルト

23黄褐色シルト(地山ブロック含む)
24灰褐色砂シルト

21

31

25茶褐色シルト混じり細粒砂
26茶褐色中粒砂
27茶褐色細粒砂
28暗茶褐色細粒砂
29褐灰色砂シルト
30褐灰色シルト
31暗灰色シルト
32灰褐色砂シルト
33炭質物ブロック灰褐色砂シルト
34地山ブロック含む茶褐色砂シルト
35灰色シルト

36炭化物を含む灰褐色細粒砂
37茶褐色砂シルト
38茶褐色中粒砂

39茶褐色細粒砂

(1 :40)
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調査区全景
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図版22.火山灰の顕微鏡写真

憶基調

∴ -轟//V子I-:

1火山灰全体(×100)

中間型と多孔質型の火山ガ

ラスが多く見られる。

2中間型(Ca型)の火山ガ

ラス(×150

最も多く、特徴的に見られ

る火山ガラスである。

3多孔質型(Tb型)の火山

ガラス(×150)

直線状の突起が平行に数多

く見られるのが特徴であ

る。



図版23.珪藻化石の顕微鏡写真

1. Eunotia robusta Ralfs

2. Eunotia arcus Ehrenberg

3 ・ Eunotia praerupta Ehrenberg

4 ・ Eunotia pectinahs (Kiitz・) Rabenhorst

5 ・ Cocconeis placentula var・ euglypta (Ehr・) Cleve

6 Cocconeis placentula (Ehrenberg)

7 ・ Cymbella navicuhformis Auerswald

8 Cymbella minuta Hilse

9. Rhopalodia gibberula (Ehr・) 0・ Muller

10 Hantzschia ampyioxys (Ehr.) Grunow

ll. Navicula mutica Kutzing

12. Navicula elginensis (Greg.) Ralfs

13. Navicula elginensis var. neglecta (Krass.) Patrick

14. Navicula laevissima Klitzing

15・ Navicula placenta Ehrenberg

16. Nitzschia obtusa W. Smith

17・ Gomphonema gracile Ehrenberg

18・ Pinnulana stomatophora Grunow

19 Pinnulana gibba Ehrenberg

20. Neidium iridis (Ehr.) Cleve

21・ Stauroneis phoenicenteron (Nitz・) Ehrenberg

(バースケールは10/〟n)



図版24.昆虫化石の顕微鏡写真(1 )

1 ・セマルガムシCoelostoma stultum (WALKER)右輪廻長さ5.0mm

2 ・ガムシHydrophilus acuminatus MOTSCHULSKY小楯板長さ4.0mm

3 ・ガムシHydrophilus acuminatus MOTSCHULSKY輪廻片長さ18.0mm

4.オオミズスマンDineutus orientalis MODEER右斡辺上半部長さ4.2mm

5・オオミズスマシDineutus orientalis MODEER前胸背板片長さ1.6mm

6・オオミズスマンDineutus orientalis MODEER (現生標本)

7・ヤマトトックリゴミムシLachnocrepis japonica BATES前胸背板幅4.In

8・クロモリヒラタゴミムシColpodes atncomes BATES前胸背板片幅1.8mm

9.ゴミムシ科HARPALIDAE左右草宵辺上半部長さ3・4mm
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図版25.昆虫化石の顕微鏡写真(2)

1・バネカクシ津斗STAPHYLINIDAE右鞘辺長さ2.1mm

2・バネカクシ科STAPHYLINIDAE前胸背板幅1.2mm

3.アオバアリガタバネカクシPaedenusfuscipes (CURTIS)右斡辺長さ1.2mm

4・ホソサビキコリAgrypnus fuliginosus (CANDEZE)前胸背板幅3・6mm

5.コガネムシMimela splendens GYLLENHAL前胸背板左半部幅5・0mm

6.コガネムシMimela splendens GYLLENHAL (現生標本)

7.ヒメカンショコガネApogonia amida LEWIS右輪廻長さ5.6mm

8.コガネムシMimela splendens GYLLENHAL中腿節長さ4・1mm

9.コガネムシMimela splendens GYLLENHAL (現生標本)
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